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社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史j

A4判・ 240頁・並製本

1999年7 月に発刊した旧本建築協会80年史1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により 、増刷頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月3 0日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4!f IJ .240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f 建築と社会」の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会 ・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正- 昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンパーと当時の大阪市長 ー関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 賀・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野壮一郎・機潰 勉・

松本高象・宗兵蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古宇田 賓・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄 ・中還誠一郎 ・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之 ・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一 ・伊東五郎・竹中錬ー ・鷲尾健三 ・松村雄吉・

4黄尾義貫・足立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一 ・検尾義実・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日本建築協会 - 執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前1-7-31

大阪マーチャンダイズ-マートピル7階B室

TEL 06- 6946- 6981 F. 似 06- 6946- 6984

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円(税 -送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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関西医科大学附属

枚方病院見学会

- 主l! 築概!!k

所 在 地 大阪府枚方市新町 2 了目

迎 祭 主 学 校 法 人 |長]V_9医科大学

ｾｾ ｴ｡Ｎ＠ 修 日本設計

設 計ｾｾ ｾ 型竹中 工務 ｊ ［Ｕ

}j 在 工 竹中工務脂

敷地而相 56，698，31m' 

建築而fi ' 1 9，849.56m'  

延床而.fi 1 7l ，987. 15m'  

桝近!i 規様 R C、S (免震構造)

B1、Fl 3、P2

工 Ｉｾｉ＠ 2003年3月一2005年8月

|別 院 2006年1月( 予定)

f建築する人たち

ーアーキテクト・アーティスト

の素顔- j

発売中

日本建築協会

& 血

E 回

関西医科大学は伝統ある私立の医科大

学として 、守口市に大学と附属病院本

院をおき 、長きにわたり教育・研究・

医療に貢献してきました。 しかし敷地

の狭隆と施設の老朽に鑑み、 1998年、

創立7 0周年を機に枚方市に新病院を

建設、本院機能を移転することを決定

しました。

その後、順次計画を進め、建築本体工

事を 8 月末に完了 、現在は2006年 1

月の開院に向け準備中です。

枚方病院は高度先進医療や救命救急機

能を担うとともに、地域との連携や災

害時の対応も重視する特定機能病院と

して 、多くの重症病床を含む700床の

病棟部門、幅広い診療科を擁する外来

診療部門、質の高い医療の提供に貢献

する充実した中央診療部門等を備えて

います。また患者さん主体の病院とし

て、親しみやすさ ・わかりやすさ ・ア

メニティと安全 ・安心に配慮した病院

をめざしました。

敷地は府道京都守口線に面する工場跡

地で、枚方市中心部と淀川河川敷を結

ぶ軸線上に位置しています。そこで関

西医科大学の進出に当たっては、関係

官庁と協議を重ね、敷地の持つ都市計

画的ポテンシャルを生かし、かつ都市

的環績と自然的環境を媒介するゾーン

と位置づけて整備を進めました。

(西 村 章)

日本建築協会事業委員会の中の若い会

員の集い小委員会が、 130's EYEJ の

タイ トルのもと 30代の講師を招いて

連続講演会を聞いたのは 1993年にさ

かのぼる。

2 0代でもなく 、円要品の40f t でもない

3 0代の建築をつくる人、空間をデザ

インする人、社会に働きかけて実践す

る人たちとの講演会における本音卜 ー

建 築 ち
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日 時 2005年1 1 月1 0日(木)

14:  0 0 - 1 7  :  00 

(13 ・30より 受付開始)

講 師 西 村 章 / 竹 中 工 務 底 設 計 部

集 合 現 地 ・病院正面車寄せ

(枚方市新町 2 丁目)

京阪「枚方市」駅より徒歩 5 分

定 員 50名

* 申込み多数の場合は抽選

参 加 費 会 員1，500円

一般2，500円

学生各半額

申込み 10月25日(火) までにF A Xまた

はE メールで、

D催し名「関西医科大学附属

枚方病院見学会j

クは、企画担当者を、単行本化してこ

の「建築する人たち」の様々な顔を浮

かび上がらせたいという気持ちに駈り

立てた。

130・s EYEJ の企画に携わった委員た

ちが2001年以降に「建築する人たちJ

の職場を訪問し、インタビューをして

まとめ上梓したのがこの書 『建築する

人たちj である。

取材から年月は経過したが、その生い

立ちゃ3 0代をどう捉えるかというこ

とに主眼をおいたインタビューの内容

は新鮮さを失うことなく 『建築する人

たち j にまとめられている。

え ん づ き や

購入ご希望の方は、発行所 (園津喜屋

干 臼5- 0011大阪市阿倍野区昭和町1る4 、

T E L ・F AX06- 6622- 4466) へ連絡願い

ます。

. 登場人物

長 坂 大 (ながさか・だい)

橋爪紳也 (はしづめ ・しんや)

花田佳明 (はなだ・よしあき)

吉井歳晴 (よしい・としはる)

堀木エリ子 (ほりき・えりこ)

梅 林 克 (う めばやし ・かつ)

②氏名

③会員 ・ 般の種別

④職場名または学校名

⑤参加証郵送先

(住所、郵便番号)

@漣絡先電話番号

を明記の上、下記までお申込

み下さい。

申込先 (社) 日本建築協会編集事業諜

大阪市中央区大手前1-7-31

O M Mビル7階 干540- 6591

T EL. 06- 6946- 6981 

F AX.06・6946・6984

E-mail :  jigyoka@aaj .or. jp 

松政貞治 (まつまさ ・ていじ)

末松利紀 (すえまつ・としのり )

中村勇大 (なかむら ・いさむ)

三遺文子 (みさわ ・ふみこ)

平山洋介 (ひらやま ・ょうすけ)

森田昌宏 ( もりた ・まさひろ)

辻本智子 (つじもと ・ともこ)

松 本 正 (まつもと ・ただし)

松井紫朗 (まつい ・しろう )

長田直之 (ながた ・なおゆき)

大谷弘明 (おおたに ・ひろあき)

中川 王里 (なかか' わ・おさむ)

宮本佳明 (みやもと・かつひろ)

. インタヒ、ユア 13O' sEYE出版分科会J

芦田智之/ 有国吉弘/ 石井太志/ 笠原

正代/ 河合哲夫/ 阪田弘一/ 佐々木晴

子/ 龍野豪利/ 田中康/ 田畑重明/ 樋

上新治/ 増田昌彦/ 廻はるよ/ 山隈直

人/ 吉武宗平/ 米井寛

. f;本裁

編集/ 米井寛 ・石井太志・吉武宗平

発行者/ 藤谷充代

発行所/ 固津喜屋

発行/ 2 0 0 5年7月25日第一版第一刷

B6判、224頁、本体2000円

建築と祉会 ・2005. 9 1  
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「建築と社会」誌

大 正6年 3f lに 誕 生 し た 日 本 建 築 協 会 本 建 築 協会 雑 誌j 、 さ ら に l 年 後 に は お り で 、 パ ック ナ ン パ-11注入希望は、

(当時 関 西 建築 協 会) の、 機 関誌 「建 築 と 社 会j と 改 組 し 、 今 日 に 至 日 本 述築 協 会 事 務 局 (TEL 06- 6946-

は 大 正6年 9月 に 「 関 西 建 築 協 会 維 誌j っ て い る 。 6981、 FAX 06- 6946- 6984) ま で。

と 題 し て 創 1:11 さ れ た。 大 正8年 に 「 日 取 り 上 げ て き た 特 集 テ ー マ は 下 記 の と 販売 制 ｬｩ 絡は ＱＲＰＰ 円 Ｈ送料 Ｎ ｭｾ 税合Ｉ 。
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今月の表紙

企 画 枇 杷 健 一

企 画 ・ 写 真 伊 藤 彰

表紙テV イ ン 伊 藤 彰

93年 に大阪 ・新梅田シ

テ ィの中 核施設と して

完成し た侮回スカイ ビル。

建 築 と社 会 1917年 創 刊 第86集 通 巻 1002

Archi tecture  and Soci et y 

J OURNAl  OF THE  ARCHI TECTURAl  ASSOCI ATl ON  OF  J APAN  

東西両様にはさまれた

広場に建つオブジェの

中へ入 り、ふと空を見

上げ空 中庭園を望めば、

建築を形づくる様々な

幾何学模様が重なり、

カンデンスキーの「 コ

ンポジション J のよう

に見えた 。

目次 2005 9  

特集・

都市 を散策 中に「ア ー

トと建築」を感じる ワ

ンシーンを発見した瞬間。

(枇 杷 健 一)

[ 総論]

[ 各論]
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作E 彊

E彊 風

言宣言十 ・監 理・

東 畑 建 築 事 務所

施 工 ・

建 築 : 鴻 池・ 浅 沼 ・村本共 同 企 業体

舞 台 機 構 : 三 精 輸 送 機

外 断 熱 : 東 邦 レ オ

金属製建具 : サ ン プ ロ ス 、 ニ ュ ー ス 卜

田原本青垣生涯学習センター

8001市の多目的ホール、 1m架 12万 仰の図岱館、胞子- 鍵考古学ミュー

ジアム、公民館の凶つの機能をもっ線合線設である 。

そ れ ぞ れの場所に人々が集うありょうを 「 市Ｈｾ当 ち Ｉｊ と見たて、全

体 を一枚の大きな犀J恨でおおうことによ って、ひとつの 「コミュニ

ティ市Ｈｾ、ち Ｉｊ が作り出されることを 期 ｦ 守している 。

おおらかな全体と細やかなディテール、ウォームな索材とクールな

ぷ材など様々な対立する嬰紫が同じ幼所にf白かれている 乙とがこの

建物J に緊張感を与えているだろう 。

Ｈｾけ刊均 ・ 巾 川 千裕Ｏ東畑建築事務所Ｉ

所 在 地 一 一 一 奈 良 県 磯 城 郡田原 本 町 大 字 阪 手2 3 3・1

敷 地 面 積 一一一2 1，091.17 m

建 築 面 積 一一- 8 ，6 12. 91m 

延 床 面 積 一一一 13，447. 70m

構 造 規 模 一一一 S R C . R C .  S 、 81 ・4 F

工 期 2 0 0 2年 9 月- 2 0 0 4年 9 月

最 寄 駅 一一一 近 鉄 田 原 本 駅

撮 影 一 一 工 ス 工 ス 大 阪 ( 末 康 久 昭 )

1 階 平 面 図 1 ・1600





由甲

言宣言十監 理圃

竹 中工 務l苫

施 工 ・

竹 中 工務 j苫

海岸通・工レガ- ノ神戸

浴事 ＱＧ ｛Ｇ を 代ぷするｼ臨海 ｾｾ ｩ ｾ に弘ｬＡつ、終身利ｈｬ型介護 付 有料老人ホーム

である 。 これまでの「自然関境ｭＺ例、郊外製 ｬｾ｡ｩ 儲施設 ｊ ではなく、

多織な文化や娯楽を内包するアクティフ. な剖i 市務J境に図まれた高齢

者施設として、まちを楽しみ、知的好脊心を刺激する生活拠点ー l主l

ピ主r ，1 j を可能な限り営める「安心- 安当主」な「住まいーレジデンス j

ーを目 指している 。

ｊ 本 村 ｾｊ おは、ハーパ ービューと 日ＡＡＨＡを仰 ｊ 案し、老人ホームには珍し

ｐ Ｎ Ｇ， Ｚ ｾＩ訪化を選択した 。 Ｑ ・ Ｒ .  251併には共用ゾーンを、 5 - 2 4階の

，Ｇ， Ｚｦｊ ｊｾｾｾｾ ｩ Ｉ には ｦ 加古手＿住屯 Ｈ Ｑ Ｒｈ 却を、 Ｓ ・ Ｔ 階の低層部には介護居

室 ( 32室) を配位、災なる機能ゾーンの明快な分離を図っている 。

また、日層部と低層部の川で、 中11¥11椅免震としている 。

バルコニーをマリオン等でj彰深く分節した日附郎、外壁をセットノ "¥' Y

クさせ屋上庭園を設けた低J訪問i等、述)';(. / 近JRそれぞれのスケール

において、圧迫感のないフォルムを目指した。 また、街並みに IJfJか

れたカフェ等も併設し、街区へ病気をもたらすとともに、多世代の

交流を 促すコ ミュニティの限成もねらっている 。

波持l'戸の都市長飢に姉入された とのffi 物が、近代の面影、滋災とい っ

た上地の持つ歴史イメージをオーノ Tーレイさせつつ、街並みに溶け

込んで、ゆく Ｇ ｊ ｾ を期待したい 。

( 森 康郎/ 竹 中工務庖)

住戸部共用 { スカイラウンジ}

住戸ゾーン

免震筒

介橿ゾーン

住戸部共用 {大浴場、ダイニンデ、ロビー等)

所 在 地 一一一 神戸市中央 区 海 岸 通6

敷地面積 一一一 2，210.40 m

建築面積 一一一 1，542，37 m

延床面積 一一一 17，484. 73m

4荷造規模 一一一R C造 ( 一部S 造) 、 25F 、B1F、P1

工 期 一一一2003年 6 月- 2005年 5 月

最 寄 駅 一 一 一 J R神戸線神戸駅

I1 影 清水向山



四季劇場「自由」

造形作家

畑弘行

J R東日本アートセンタ一四季劇場[ 自

由] は、劇団四季創立50周年を記念し

建設さ れたストレートプレイ (歌や踊

りのない台詞中心の芝居) 専用劇場で

ある。

芝居を鑑賞に来られる方を迎えいれる

エントランスロビーを 、赤・黒・金の

色使いやロートアイアン手j習がi軍然一

体とな ってクラシックな非日常的空間

として創りだした。

ロートアイアンは鉄素材の{ 憂れたス

ティールア 卜である 。 ｉｾ ターンをキ且

み合わせることで、クラシックからシ

ンプルモダンまで、多機な表情をだす

こと力ずでき 、日寺としてロートアイアン

のデザインは、指; 軍者が握るタクトの

動線から想像した曲線でつくる。

自由劇場のデザインからも美しい音色

とともに芸術空間を感じられるように・

畑 弘 行 略 歴

ゆ47年 兵 庫 県 生まれ

1980年 Bプレイス設立

19. お年 NH陥釜形デザイ ン講師

国際交流セラミ ック誘飾

1997年住民参加型アート プランナー
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火災か5 守る

最近、日本各地で頻発する地震や台風により世間の防災に対

する関心が高まってきており、これらを扱った特集がさまざ

まなメディアで取り上げられています。建築の世界では、こ

れらの災害と 並んで火災を抜いて語るととはできません。火

災は、 地震などの自然災害を原因とするものだけでなく、放

火や失火などの人災を原因とするものがあり、乙れまでに幾

度となく尊い人命を失った経験を教訓|に建築技術は発展して

きたといえます。

そこで、今回の特集では、「火災J をテーマとして取り上げ、

火災から人命や財産を守るための最新の建築材料や施工技術

をご紹介したいと思います。

施工材料分科会幹事。平田茂良

総論

火から建物を守る

長谷見雄二

各論

木造被担耐火' 生複合桝造材の開発

並木勝義

火から熱膨張シートで鉄骨を守るー熱JI膨張性材料による耐火被覆一

小笠民男

火から繊維でコンクリートを守るー超高強度コンクリートの爆裂防止一

原田博成

火から水で、大空間建物を守るー放水型ヘッド等スプリンクラー設備一

沢田浩希

火からガラスで人を守る 放射熱を遮る耐火ガラスー

池内清治

煙から感知器で、人を守るー煙を感長1: 1 する技術一

山口拓郎

煙からスクリーンで人を守る→虚煙スクリーンによる災害防止Z同 ト

井関淳一
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総論

火から建物を守る

長谷見雄二

火に強い材料が建築に使われるようになるまで

ｾ物をｾてるのは、もともと、雨風や寒さをしのぐためで、その

材料や桝造は、これらの'性能をjilt足しさえすれば、後は入手や施工

のしやすさ本位に選ばれていたものと思われる。

人類が定住生活を始めた頃は、木や革、土などは、その要求によ

く応えるものであ ったに違いない。人11¥1が自然に生活できる環境な

らば大体、どこにでもあ って、っくり方次第では、現代からみても

相 当 、Ｈｾれた断熱性や防水性を発仰する 。 樹皮や獣皮、氷なども、

かつては優秀な建築材料だ ったはずだ。

それに石や煉瓦が加わ ったのは文明が形成されてからだが、こう

いう入手 も施工もやっかいな材料が主流にな ったのは、蓄積する宮

を外敵や火災から守るという、文明がもたらした災厄に対抗するこ

ともまた、辿築に必要な' 性能と考えられるようにな ったからだろう 。

イギリス民話「 三 匹の子豚 ｪ は、誌で家をｾてた子豚と木で家を辿

てた子H家が)1闘に狼に襲われるが、 Jet労して煉瓦で建てた子豚の家に

は狼も l羽が立たなかったという筋13きである 。我々がそこに感じと

るのは、線気よくし っかりしたものづくりに取り組むことを奨励す

る近世の教訓だが、話の内容は、定住から文明に至る人類の歴史を

簡潔に代弁している。

しかし 、 それでも、石や煉瓦は、 ｾｊ Ａｦ ｜ｬ や寒さ以外に火事や外敵に

よる攻撃からも生活を守れるようにしたという点で、建築に必要な

色々の性能を一応、全部、兼ね備えた材料ということができる。こ

のように単独で何役もこなせる材料が、長い11'，1、建築の基幹材料の

重要な条1 ' 1ニであ った。そして、 石や煉瓦はどこにでもあるわけでは

なく、愉送も人力に余るにもかかわらず、0 ! 築の基幹材料にな った

ということは、組織的な交易がそれだけ活発にな ったという人聞社

会の進化をも背景としている。t制裁的な交易と戦争とは文明の両而

であ っ たが、その文明の形成と不 Ｑ Ｎ 煉瓦造主ｾ築の発 明 がほぼ同 ＱＱ 寺で

あるのも決して偶然ではない。

1849年、ニューヨーク州北部に建てられた陸軍砲兵廠 ，)

(世界初の完全鉄道建築と思われる。現在は博物館)

10  強摂と社会 ・2∞5.9

建築の基幹材料としての鉄の登場と防火技術の専門化

立J ! 築の基幹材料に|刻するこうした性格が一変したのは、近代に入

って、建築材料として鉄が蝶んに使われるようになってからではな

いだろうか。

何 しろ鉄は、 小 さい断面で強度が出て、成形の仕方も、位、梁、

k:' ' i ' など、ほとんど部位を選ばない。石や煉瓦だけで建物全体を作る

には計画と施工法の両面で相当な工夫が必要なのと対照的である 。

木材も、使い道の広さは鉄に近く、施工のしやすさでは鉄を温かに

凌ぐが、大規模建築で必要になる規絡部材の大量釦歪の可能性は鉄

が圧倒的に有利である。それに、大規模建築に必要な大断而木材も、

ヨーロッパで、は、近代には枯渇してしま っていた。

鉄は不燃材料でもあるため、 $)f鉄が建築構造材料として5JF及し始

めた ＱＹ 世紀中頃には、銑鉄の柱、梁を木造のように露 ｉ ｬＧｲして材 ， ｾ ｽ 戎し

た建物は、そのまま「耐火辿築J (f ir e  proof  bui l di ng) と|喧伝され

ていた。耐火建築を災前で言うと、 f ire proof 以外に f ire res istant  

等の表現もあるが、 fi re resi stant  は文字通り「火事に耐える J 程

度の意味合いであるのに対して、 f ire proof は火事にな っても絶対

大丈夫、という強い言い方である。19世紀中頃には、鉄への則待は、

そこまで高ま っていたということである 。

当時、鉄の耐火性能に対する j則待がいかに高か ったかは、 1840

年代にアメリカとカナダ駐留のイギリス箪の聞で緊張が高ま った

時、アメリカがカナダ国境近くに整備した大規模軍事施設がほぼ完

全な鉄造だ った乙とによく現れている。柿造部材ばかりでなく、外

Iをも鉄板、窓には分厚いシャ ッターを装着している。工場で部品を

全て製作し、現地ではそれを組み立てるだけのほぼ完全なプレハブ

佳築であ ったのは、建築生産体制の整わない立地の条件や工期短縮

の必要のためもあったろうが、戦場になる可能性もあ ったのだから、

鉄が戦火に耐えるとの強いJUI怖がなければ、鉄造にはならなか った

はずで、ある。

19世紀後期ニューヨークの鋳鉄構造建築の 1 階、地階まわり断面 2)

(鋳鉄の柱等が耐火被覆されず、床は木造であることがわかる)



さて、鉄をそのまま使えばその通りに[ 耐火建築j にな ったのな

ら、鉄は、木材ではなし得なかった火災安全性も達成し、それまで

の石、煉瓦が、そのままで建築の色々な要求に応えられる基併材料

であったのに代わって、高層、大規模建築も容易に実現できる近代

の基幹的建築材料として比類ない存在になったに違いない。資源と

しての量も、石などと

は桁が遣う 。実際、ニ

ューヨークやシカゴな

ど、 19世紀中期に大成

長した都市では、当時

としては高層と考えら

れた建築が銑鉄桝造で

どんどん建てられてい

ったのだが、 1871年、

シカゴで起こ った火災

は、 ζ うして鋭鉄梢造

建築が林立した市街地

を焼き尽くし、不燃材

料で建物をつくりさえ

N Y鋳鉄構造の 「耐火建築J すれば「耐火建築J に

なるわけではないことを白目の下にl曝した。 この頃には米加聞の緊

張は解消していたが、ここで振り返れば、その20年前にカナダ国境

に建てられた鉄造軍事施設も、銃火には耐えても火災にも耐えると

は言い難いものであった。乙れ以後、鉄は、断熱性の高い1無H煎t機材料

で

それでで、も、鉄は、その後、錬鉄、鋼鉄に移り変わって、コンクリ

ー卜と並んで、20世紀の建築を支える基幹材料になるのだが、耐火被

裂に隠された縁の下の存在であることは変わらない。コンクリート

は、鉄筋コンクリー卜とするととによって、それまでの石や煉瓦と

同じように、建築構造に必要な性能を一通り具現化でき、打ち放し

コンクリー 卜にすれば、石等に代わる基幹材料であることを建築表

現としても主張できる 。鉄は、この点で、コンクリー 卜に大きな差を

つけられたことになるが、見方を変えれば、建築部材として必要な

色々の性能を一つの材料で実現しようとしなくても、目的にあった

色々の材料を組み合わせることにより建築を合理的に作っていける

ととを示した点で、鉄は、産業社会における建築の新しい作り方の

お手本になったともいえよう 。20世紀には、高層建築等の部材に対

する要求は復雑化と高度化の一途を辿って、現実にも、 一種類の材

料でその全部に応えるのは如しくなってきていたが、鋼鉄は、それ

までのどんな材料に比べても成型が自由で製品精度が高いから、

色々な材料を組み合わせて建築部材を作る時の支持材としての適性

は他の建築材料に比べて断然、優秀である 。

ビルにおける欽の多用は、 19位紀末にはカーテンウオールに発展ー

するが、それと歩調を合わせて実用化が進んだのが板ガラスである。

ガラスはカーテンウオールの開口部や間仕切りにうってつけの材料

だが、そのままでは防火 ・防犯」二の弱点となるため、閉館H寺には大

きなガラス開口部に、元は軍事施設用に開発された鋼製シャ ッター

を下ろしてその弱点を補うと p う方法が当初から普及した。これも、

建物部材を単独の材料で実現しようとするのをやめて、色々な材料

の合わせ技にすれば、それまでは不可能と思われた色々な性能を同

時に達成できる好例といえる。
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宣伝イラスト 3 )

火力¥S建物を守る技術iの多様化

このように、建幼に必要な色々な性能を単独の材料で実現するの

ではなく、材料を組み合わせて解決すれば良いとはいっても、防火

性能は、高L 寸由良= に| 爆される点などで、材料の選択の111高はそう広く

なか った。熱に弱い構造材料を不燃断熱材で守るという鉄椛造の考

え方は、その後、木構造でも取り入れられたが、耐火被磁は構造音11

材を翠i うだけに、結果的に、構造材料を間わず表情がほとんど変わ

らない建物ばかりになってしまった。伝統木造や石造、煉瓦造、そ

して鉄筋コンクリー卜造が、それぞれ、構造材料に応じた個性的な

表情をもって人々に記憶されるのとは大きな遣いである 。

施工面からみても、耐火被覆工事が大変、厄介なことは周知の通

りだ。構造材料を活かす設計の振興、生産の合理化とい った観点か

らは、従来型の耐火被覆とは違った方法で耐火建築にする方法が期

待されるのは自然といえば自然で、ある。そして、 i構造部材を火災加

熱から守ることが目的なら、その方法は、昔ながらの不燃断熱材料

による被額以外にも色々な方法がありそうである 。鋼材については、

鋼管に水を過して温度上昇を防ぐ方法( 実例にはパリのポンピド

ウ ・センタ一等がある) 、ただの塗料に見える皮股が強く熱せられ

11 



ると発泡して膨張し、断熱暗になってしまうもの、さらに高温でも

力学的性能があまり低下しない鋼材の発明 ( FR鋼) 。また、木材に

ついては、木材が燃えてできる炭の断熱ノ性が高い乙とを利用して、

火災が原因でできる炭化層を被親代わりに使うという考え方が出現

して大断面集成木造による体育館等に使われていることはご存知か

もしれないが、現在では更に一歩進めて、木で鋼材を守る耐火設計

すら試みられている 。

ところで、近代建築材料のもう 一方の雄、コンクリートは、鉄よ

りは高温で、の構造性能の低下が小さいこと、また、水分や結晶水を

含むうえ、断面が大きくなる傾向があ って、熱容量が大きいため、

火災l時の? 副支上昇が緩和される傾向があること、更に鉄筋コンクリ

ートは内部に鉄を抱えるが、コンクリートが被覆の役割を果たすこ

となどから、適当に設計しさえすれば、石や煉瓦と同じようにその

ままでも火事に強いと、長い間、索キ卜に信じられていた。

しかし、 1948年、戦災復興に立ち上が ったばかりの福井市とそ

の周辺で起こった大地震では、空襲で力bけ残った鉄筋コンクリート

造のテーパートが崩壊しで|世間を驚かせた。福井地震は、それまで地

震の嬬れの強さは震度 6 までしか適用されたととがなか ったところ

に震度 7 と公式に表現された初めての地震である 。 しかし、乙の建

物の崩壊は、捕れが大きか ったからというだけでは説明がつかない

というので、この建物が空襲で内部をほぼ全焼し、火 害 を受けた ｾ ｲｬ Ｚ

笑が注目された。その後、火災住1:状と鉄筋コンクリー卜への影響の

関係について、系統的な研究が進められる端緒になった出来事だが、

こうしたf巴験を通じて、コンクリートは、火災で見た目は大した被

害を受けないようでも、その桝造性能は相当に低下し得るととが明

らかにされてきた。また、戦後、鉄筋コンクリー卜建築が普及して

火災事例も増えてくると、火災でコンクリートが表面から剥離する

12  

木材が炭化すると燃え難くなることを利用した燃え代設計による

集成 木造体育館 火災の後の様子

爆ｾ等の激しい損傷を受ける、というようなことも紙 ｬ 験して、コン

クリー卜もオールマイティではないことがわかってきた。 さらに、

高強度コンクリー卜のようなものが出現すると、断面の縮小、応力

の増加など、従来、鉄筋コンクリート造が耐火性に優れると思われ

た前提が掘り崩されてくる。コンクリー卜はコンクリー卜で、火災

からどう守っていくかを考えければならなくなってきた、というこ

とである。

なお、建築の高層化や大規模化が進んで、火から守らなければな

らない必要が増したのは、構造だけで、はない。 日本では、 1960年

代後期から 70年代にかけて、中高層ビルの火事で多数の犠牲者を出

すいわゆるビル火事が多発し始めた。耐火性能については火災時の

高温が問題の核心だが、ビル火事で、犠牲者を出す直接の原因は、熱

よりも煙である。そこで、 1970年代には、ある程度の建物には、

排煙設備等が導入されるようになったが、避難を確実にしながら煙

の拡大を |妨ぐのは、実はそれほど簡単で、はない。遮煙するには火事

の|時に廊下等の開口音11を閉鎖するのが確実だが、そうすると避難も

難しくなるおそれがあるからである 。煙制御と避難の両立は、設備

の性能の面でも、また、実際に火災になった時の避難誘導や設備の

操作においても、本来、相当、繊細な検討を必要とする課題である 。

火災から建物を守る技術も、火災に対抗できる能力に長けてさえ

いれば良いというわけではない。例 えば、スプリンクラーは、火災

拡大防止 ・自動消火の手法として信頼性の高い設備であるが、放水

量が少なくないため、放水停止に手間取ると膨大な水損を 出す乙と

もある。スプリンクラーといえば、専門家以外には、せいぜい天井

に見えるヘッドくらいしか思い浮かばず、見た目は 卜年一日の如く

かもしれないが、日い信頼性を保持しながら、水加を il副議できるス

プリンクラーシステムの開発も進められてきた。

火力'5建物を守る技術の現在

長い間、耐火被認で守るのが当然と思われてきた鉄梢造には、金

属である乙とがも っと生きる方法が、また、木造では木材そのもの

や木が燃えてできる炭を被磁にしてしまう方法などが模索され、被

覆の必要はないと思われてきたコンクリートにも、より確実に火災

から守る必要性が議論されたりしている 。火災から守るべき対象を

人命や建物本体から更に広げて、ビジネスへのt閉め軽減等にも貢

献できるようにする技術や設計手法も研究されている 。

こうした試みが日本で始まったのは、旧建築基準法第38条による

大臣特認制度の|げJ火規定への適用が増えてきた1980年代後半のこ

とだが、どんな挫物にも使える技術としての開発が活発化 してきた

のは、性能規定化 された建築基準法が施行された2000年以来では
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19世紀末期のスプリンクラーヘット‘の例 3 )

(既に、ガラステーィスク式、上向き、開放式等、多様なものが出現している)

ないだろうか。

しかし、このように建物を火災から守る技術が高度化・ 多様化 し

て、防火対策らしく見えないように工夫されてきたりすると、素人

目には、建物のどこが防火技術なのか、わかりにくくな ってく るの

ではないだろうか。鉄骨に耐火被覆がひe っ しり吹き 付けられている

のを見て耐火被訟がし っかりしているな、と思えた頃とは様子がだ

いぶ違うようだ。 しかし、 防災のための材料や設備は、性能の高度

化や製品の多様化 も大事だが、素人にきちんと理解して貰えるよう

にすることも大切な課題ではないだろうか。

何 しろ、構造部材を火災から守る仕組みゃ防災設備は、必要な時

に機能するように性能が維持されてはじめて効果をあげるものだ

が、普段は全く使われる乙とがない防災設備等 は、その意味が理解二

されなければ、なかなか正しく管理されるものではない。本当は安

全の工夫が凝らされているのに、 何の防火対策もされていないと誤

解 されると、火災の|時にパニ ックを起 こして思わぬ被害 を生じかね

ないし、火事で不安がひろが っているところに、見た乙ともない防

災設備が突然、姿を現しでも、 何のことか理解できないままで終わ

ってしま ったり、かえって? 昆乱を招いたりしそう である。

本号では、「火から建物 を守る J ために、性能規定化前後に開発

されたり、 普及し始めた代表的な手法が紹介されている 。こうした

色々な手法を通じて、建物を火から守るという単純だがなかなか難

しい課題に応えるにも多くのアプローチがあることを理解して頂

き、より普遍的に火事に強くて良い建築とはどういうことかを考え

てみるき っかけとして頂ければ幸いである 。
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名論 !

木材被覆耐火性複合構造材の開発

並木勝義

木材は身近に入手できる加工の容易なー建築資材として、昔から多

く利用されその主流を占めてきたが、コンクリー卜造、鉄骨造等の

判及と火災に対する対策から、人口密集j 山ミ手の者11市部や大規桜建築

物等の木造建築が建築基準法等に より規制されてきた。 しかし、木

材は調湿機能、あたたかみや香り等人間にと っては優しい建築資材

である 。また、資源の少ない 日本にとっては再生可能な貴重な循環

資源であるとともに、炭素を岡定することにより、 地球祖l暖化防止

に繋がる ｾ Ｎｴ ｊｾ に優しい資源でもある 。 その木材の需要拡大と新 用 途

を開発することは、 地球JJ;:l 境の保全に貢献するとともに、需要の低

迷により放置され油売した、日本の森林を守るととにもなる。

建築基準法の改正

1998
1
1三に改正された建築基準法では、 II 築基準の性能規定が導

入され、辿築材料の不燃性能や耐火桝遣の耐火性能等が法令で明記

され、その性能を満たす建築材料や建築設備、構造方法であれば、

乙れまで認められなかった木質系材料、柿造についても用いること

ができる、自由j立の高L 、設計が可能とな った。すなわち、法律に規

定された耐火性能の技術的基準を|勿火被硯等の措置によりその性能

を満たすことができれば、木質系の耐火建築物を建設することも可

能とな った。

そこで三屯県利学技術仮興センター林業研究部では民間企業等と

共同研究を実施し、木材の新用途の開発と需要の拡大を図るため、

鋼材の周りを木材で被却した耐火性複合構造材の開発研究に取り組

んだ。

耐火性能については建築基準法第 2条 7 号によると、「耐火構造

略、柱、床その他の挫築物のf ，f l分の構造のうち、耐火性能( 通常の

火災が終了するまでの間当該火災による建築物の倒嬢及ひ延焼を防

止するために 当該建築物の部分に必要とされる性能をいう 。) に|刻

して政令で定める技術的基準に適合する鉄筋コンクリート造、れん

が造その他のJ、昨造で、国上交通大臣が定めた構造方法を用いるもの、

は凶上交通大臣の認定を受けたものをいう j と規定されており、

辿築基準法施行令第107条 I 号では要求耐火H寺聞として「次の表に

掲げる辿築物のf . l 1分にあ っては、当該部分に通常の火災による火熱

表 1 要求耐火時間 がそれぞれ次の表に掲げる H寺

rmJJ Il えられた場合に、椛造耐

力上支附のある変形、溶融、

似i袋その他の損傷を生じない

ものであることJ となってお

り表 1 のとおりである 。) 11.

初、筆者らは要求耐火|時間に

!ヰご

置上階及び置

置え上た障Aiか訟らが鍛5  

量え15上た以階上階かの践ら蘭鉱が

上聞から鍛え

た帽蝕が2 以

以上で14以

上で4 以内の

肉の階

階

一511日間外耐耐思仕力力切思l l ! 忠に1こ限限るる..1)  

1時間 2時閣 2時間

1時間 2時間 2時間

住 1時間 2時間 3時間

床 1時間 2時間 2時間

1; リ 1問問 2時間 3時閣

鹿岨 30分間

階段 30分間
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ついては、人々が安全に避難することの出来る H寺聞が定められてい

るものと解釈していたため、耐火 1 時間であれば 1 時間、耐火 2 11寺

r:uであれば 2 11寺間その性能を満たすととが出来れば良いものと思料

していた。 しかし、 ζ れが大きな間違いであることが判明し、長い

研究の始まりとなった。

木材で被覆した鋼材の耐火性能

指定性能 誇 刊問機関が 定める業務方法書では、耐火 Ｑ ＱＱ 寺 聞 の場合到 ｬ ｾ

ili畑町による評価方法は、 IS 0834に規定する楳準加熱曲線に従って

1時間の加熱を行い、その後 31時間炉内に放置して自然燃焼をさせ

て、規定された耐火性能を確保する必要があった。すなわち 4 時間

の間性能を確保する必要があった。 しかし、この性能は比較的簡単

に達成が可能であったため、言司令削試験を例日本建築総合試験所で柱、

梁について実施した。乙の試験が木材を耐火被額材として使用した

日本で初めての評価制験とな った。このような研究は前例が無く参

与とする文献等も見あたらなかったため、本試験を実施する 前の寸7

61fJ 試験として、持憾の選定については、スギ、ヒ ノキ、ベイマツ等

数極類の樹種を使用してコーンカロリーメーターによる発勲性剖験

を実施し、発熱量の高い条件的に一番不利となる樹種を使用すれば、

他の樹種も良いものと考え、ベイマツを試験材として決定した。被

担厚さの決定については、炭化速度の速いスギ材を使用し、 50mm、

75mm、100mmの厚さの小試験体を作製して燃焼試験を笑施し、燃焼

の状況、鋼材の温度等を検討し60mmに決定した。

τ τ  耐火性能試験( 本試験) の方

。
<0 

法は、柱については ＱａｾＱ 胸笥 Ｔ 面

加熱、梁については無d剣'rif 3而

加熱で実施した。試験 l時間は

240分とし、 加熱 l時間は60分、

加熱終了後送気状態での自然燃

焼180分で、行った。加熱泊度は

加熱面から 10cmliilli れた位位の

火炎温度を測定した。加熱炉の

熱源は都市ガス (46，090kJ I n1) 

を使用した。試験休は、 図 1 の

。ド

N

O

凶

F

。
<0 

60 75 

坦豆

図 1 試験体の断面形状

60 

写真 1 作製した柱試 験体 写真 2 完成した梁試験体
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図 2 柱 No2の

温度と時間の関係

o  ｾ＠ Ｑｾ＠ 100 U O  

時 間 ( 分)

炉内量高温置( ' ( ; )

1時間の鋼伺園高温直( ' ( ; ) 表 2 試 験 結 果 表

ピーヲ時間( 分)

|師而形状とし、 j平さ 60111111のベイマツ材を被却材とした。柱の形状は

270 X  195 X  3500111111 (写真 1) 、梁の形状は270X195X4500111111 (写真

2  ) をそれぞれ 2体作製し使用した。鋼材はH形鋼( l 50X75x 5  

X  7111111) を使用し、表面にエポキシ樹脂接着剤をプライマーとして

塗布、これにレゾルシノール樹脂接着剤で集成加工したベイマツ材

を、レゾルシノール樹脂接着剤で、圧締圧10kg/ cnl の条例ニで接着し

た。鋼材温度は、柱はK 熱電対を 3 断 面 ( 1断面 5 点) に計15点、

梁はK 熱屯対を 5 断面( 1 断面 7 点) に計35点配置して測定した。

制験結果は表 2 のとおりであった。柱 2のお町立と l時間の関係を図 2

写真3 試験後の柱試験体

に示した。被覆木材の炭化量は

柱、梁とも平均 4 cm程度で、あっ

た。試験後の柱試15実体の状態を

写真 3 に示した。

耐火 111寺問の評価基準は、 i践

荷を行わずに鋼 ｾｾ￬ｾｕ 亙を測定し

た場合にあっては、試験終了 H寺まで鋼材渦j支は最高450

0

C、平均

350

0

C を超えない乙ととなっている 。今回の試験では、柱 l 、 2、

梁 l 、 2 の鋼材温度は、炉内温度の最高が900- 10 WCであるのに

対し、 111寺間後の鋼材渦度の最高は40- 60

0

C、試験H寺問中の最高

温度は100- l W Cであり、この規定値 を相 当余絡を持ってク リア

できる満足させる結果であった。これにより厚さ 60111111のベイマツ材

被覆は、耐火 1時間の性能を有することが確認されたため認定申請

を行った。

ところが、その後、新たな条件、r4  11寺IIU後において残火が認め

られないこと( 燃え止まる乙と) 、その後数日から数週間あるいは

数カ月間性能を確保し、建ち続けること」が付け加えられた。耐火

性能評価では、火災が発生しでも消防自動車は来ないという条件で

評価 をするという乙とである 。そのため、結t種によっては部分的に

燃え続けるものもあるため、樹種指定での認定となり、 2003年に

宝|土交通大臣から、燃え止まり性状が確認された、カラマツ ・ベイ

マツ材を使用した耐火 111寺|尚の柱・梁の 1 断面について、全国初の

性能認定が得られた。認定申詰に取り組んで、から認定取得まで、足

かけ 3年の歳月を要する乙ととなった。

「木質複合建築構造技術の開発J ブロジ、工クトへの採用

研究を始めて l 年ほど後、国土交通省国土技術政策総合研究所及

び独立行政法人建築研究所では、「木質按合建築梢造技術の開発j

プロジェクトが始められ、 5 階建て相主2の木質ハイブリッド構造の

桝造挫禦物が可能となるような構法の閲発研究が進められていた。

このようなことから筆者らの研究が先行事例として探用され、プ

ロジェクト研究の中の ー 椛法として、 Ｕ Ｑ ｾｾ 辿ての集合住宅の試設計

が行われ、耐火伯能を検証するための実火災を想定した火災実験が

長野県内で実施された( 写真 4) 。実用化に向けた取り組みとして

は、日本集成材工業協同組合が新たな即日商での認定取得( 初めてで

ないため数カ FIで認定を取得) を行い、その部材を使用した全国初

の 5 階建て耐火構造の木質系ビルが、石川県金沢市において現在一建

設されている( 9 月完成予定) 0  (写真 5 )

今後の研究の方向

木材の燃焼は発火源となる着火エネルギーの付 加lにより、木材が

熱分解して可燃性の気体を発生し、それが炎とな って燃え上がり、

可燃性の気体が出尽くした後に残、造として木炭層が赤熱状態で‘ 残

る。その赤熱状態の表面から炎をあげずに徐々に燃焼( 酸化) して

灰化し燃焼が終了する。 しかし、燃焼が継続するためには熱反応を

継続するだけの熱エネルギーが必要であり、その供給が無くなった

H寺点で燃焼はスト ップ し燃え止まる( 自消する) ことになる。

とれまでの研究によりカラマツ、ベイマツについては燃焼が刻也統

せずに燃え止まりが検証されたため、認定取得の技術は確立したと

いえるが、日本の主要な木材資源であるスギ、ヒノキについては燃

焼性状の遣いから認定されない状況である。 しかし、 411寺間までの

鋼材? 的支の状況はカラマツ、ベイマツと同等の性能であるため、そ

の後、残った木質と炭化層が部分的に燃え進んで、灰化するまでの

間に出す熱エネルギーの総量が、鋼材の温度を鋼材の崩嬢温度約

500

0

C を越えるまで上げることが無ければ、認定取得は可能と jB わ

れるため、その校術を確立するための研究を今後さらに進めていき

たい。

写真4 建築研究所が長野県で 写真 5 建設中の 5階建て木質系ビル

実施した実大火災試験
( 写真提供設計者長村寛行氏)
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名論 2

火から熱膨張シートで鉄骨を守る

一熱膨張性材料による耐火被覆-

小笠員男

近年、火災事故による人身災害が増加 しており、建築材料に対し

て法規制をはじめとした安全対策が進められている。 その一方で、建

築材料の法規制が材料による規制から性能による規制へと移行する

に伴い、新たに樹脂材料が建築用材料にも幅広く進出し、今後も増

え続けていくととが予想されている。そのため、樹脂系の期峨t用お

よひ1H火用材料の開発は重要な謀jj ! f j となっている。 之のような背景

の中、加水化学工業側は環境問題を考応、した樹脂系の耐火シート「フ

イフやロック J を開発した。その具体的用途には鉄骨耐火被磁材をは

じめ、 |勿火区画を貰通する際に施すテープ製品、外壁目地の防火性

を付与した発泡体積層テーフ。製品、あるいはプラスチ ックサ ッシや

木質系防火戸などの防火設備に使用される製品などがある 。今回は

鉄骨耐火被磁材についての特徴および使用例を紹介する。

材料特11主

フィブロックには、熱!膨張性黒鉛および数砲の書ft 燃剤を高充i員配

合させたブチルゴムベースの材料とエポキシ系樹脂ベースの材料が

あるが、こ乙では鉄骨耐火被器用途で使用されるブチルゴムベース

の材料について紹介する 。

耐火シート

通;可tは0.3- 2.0mm程度の部い材料だが、火災なと、の高温 (200

0

C

以上) に|曝されると優先的に厚み方向に膨張し、炭化物ー無機物被

今体から成る膨張用を形成する( 写真 1) 。 この膨張層は高い断熱

性と期n燃性を合わせもち殴れた耐火性能を発揮する。

膨張倍率は充唄剤の配合比率により、 5- 40倍程度まで自由にコ

ントロールできる。現在は、耐火被硯材として膨張倍率が約10倍の

製lTlを上市・販売している。

フィブロ ックは通常時は薄いシート状だが、火災時のみ加熱によ

り! 膨張して断熱j百を形成するため室内空間を大きく取れるというメ

リッ 卜がある。

また柔'1次性があるため、 l曲げ力i] 工や切断も容易となっている。

写真 1 膨張例・ 10倍設計 ( 2mm厚のフィブ. ロック( 左) が20mm( こ膨張 ( 右) )

断勲性

熱伝導率は加熱後の膨張用で、石' ] : ¥' ボードと同程度であるが、し

16 迎接と社会 ・2∞5.9

かし断熱性能は材料の厚みに比例して向上する 。 したがって同じ断

熱性能( 熱尉克) を確保するのに必要な初期厚みは、 他の無機系耐

火用材料と 比 i絞して大幅に低減できる 。

難燃j性

フィブロックは、娘 ｾｗ 寺に形成される膨張ｽ｜胃が断裂伐 ｊ 果を発揮し

て樹脂の分解を抑制するとともに分解物の拡散を遮断する ため、高

い真m燃性を発現する。現在は0. 3- 2  mm厚のフィブロックを溶融亜

鉛めっき鋼}ol) あるいはアルミニウム張りガラスクロス(引に相府し

た桝成材料で建築基準法施行令第108条の 2 に基づいた不燃材料認

定をおのおの取得している 。 ( 認定番号(1)NM- 0100、(2)NM- 0057)

信頼』性

同様の膨張系材料としては複数の添加剤の化学反応による発泡を

利用 した材料があるが、フィブロックはとれらとは異なり、 化学的

に安定な単一化官物である側膨張性黒鉛の物理変化による膨張を利

用しているため、経年での膨張倍率の低下は見られない。

安全' 性

耐火被覆用途に限定してみると、 一般的に使用されている材料と

してはl次付ロックウール、 l打、酸カルシウム板、 1! 民機繊維マットと

いった無機系の耐火材料が挙げられる。 乙れらの被額材は粉躍が多

く発生し作業手順などを怠ると少なからず人体に悪影響を及ぼす恐

れがある。 フィブロックは、無機系繊維などを使用せず粉題等の発

止10がない。また完全な1j 吃式耐火材料 のため、 施工H寺および使用期閉

じ1:1
にも有害 な揮発成分は発生しない。揮発性有機化学物質総立

( TVOC) では内装材として一般的に使用される 化粧合板と 比較し

でも約 1/ 20以下である。また充J : _ U! 剤としてハロゲン含有化合物も

会く使用していないため、ダイオキシン発生の原因となる心配はな

く、また火災時にも塩素系ガスが発生することもない。

鉄骨耐火被覆用途での使用例

現1 / ; 1 王、無機系の耐火材料は被担工事のために特定の専門業者を必

要とするが、フィブロックで、は前述した特徴を最大限に生かして、

特定の専門業者を必要とせず安全性や施行 ｉｾ に優れた新しい耐火被

組工法を開発した。

本工法では、工事計画においても被担工事と内装工事が同時に進

められるため、工程調整が容易で、工期短縮を図ることもできる 。

これ までに様々な被礎部位や条件に合わせて開発した以下のような

被覆工法は既に国土交通省認定を取得している。

梁被覆

標準断面鋼材では厚さ 0.5mm、小|析而鋼材では厚さ1 . 5mmのシー ト

で被覆が納まるため、天井高さを最大限に生かしたり、あるいは天



井仕上材と梁の聞に給排水管や電気配線などを設置することが容易

となる 。

次に施工性に関しては梁を耐火被器材で巻き付けるため柔軟性が

必要であるが、フィブロックは軽量でかつ非常に薄いため柔軟性が

あり巻き付け作業も容易にできる 。また梁の場合は仕口など接合部、

水平ブレースなどの補強材の取り合い音11が発生し、従来のけい酸カ

ルシウム板など板状の被砲材では寸法合わせなどが難しい場合があ

るがこれもカッターナイフ等で裁断が可能で、あるため、上記取り合

い音fiの被覆も容易に施工することができる 。 さらに施工に必要な機

器類や留付金具も、現在の被覆工事で使用されている溶接用機器、

金具で取付が可能であり、特殊な工具や大規模な設備を必要としな

い。梱包も薄いシートを巻物にした形状であることから省スペース

で納まり、新築工事や、改修工事において他の作業や建物使用者ヘ

支障をきたすことがない。

現在、単独梁、外壁合成梁の

耐火 1時間について認定を取得

済みであり、今後は耐火 2 11寺問

の認定を取得する予定である 。

フィブロ ック

柱被覆 図 1 フィブロックによる耐火被覆( 梁)

・内装下地兼用 タイプ( 図 2 、写真 2 、図 3 )  

従来の耐火被郡材を使用した場合、被覆材の上に内装下地工事を

笑施していたために、被覆材の厚さ分室内空間が狭くなっていた。

そこで、内装下地材として一般的で安価fi な石背ボードと非常に薄い

フィフ、、ロックを組み合わせた耐火被覆構造を開発した。

本耐火構造の特徴は、本来内装下地材 として使用されている石口

ボードを耐火被礎材の一部とすることにより、効率の良い耐火被覆

を実現した点にある 。また、スタッドを使用 して耐火被塑工事を行

うため柱型の垂直精度も高く、 外観が重視される住居や庖舗などに

は非常に有効な工法といえる。被磁厚さに関しては内装仕上材であ

る石官ボードの内側にわず、か1. 5mmのシートが巻き付けであるのみ

であり、概ねスタッドと内装仕上材の設計内で納める ζ とが可能で、

ある。

前述したスタ ッド仕様では住居や庖舗など柱型の垂直方向の精度

スタッド

図 2 スタッド仕様 写真 2 スタッド‘仕様による耐火被覆( 柱)

が必要な場合有効で、あったが、工場や倉庫

などでは内装下地が不要であったり、垂直

方向の精度も重要ではない場合がある 。そ

乙で被覆j亙さの減少が可能な、内装下地フ

リー仕様を開発した。

本構造の特徴は石' 日' ボードとフィブロッ

クのみを組み合わせたものであり、スタッ 図 3 内装下地フリー仕様

ドを必要としない。被覆最内面に設置される石背ボー ドはまず汎用

の木工用接着剤等で柱へ直接取付し、その上にフィブ、ロックを巻き

つけるだけで耐火 111寺聞の性能を有する耐火被器工事が完了する 。

本構造の最大の利点は鋼製であるスタッドを必要としないため、そ

の材料以外に金属の切断や溶接などの工程を削減することができ、

かっそのスタッドの大きさ分被平副享さを小さくする乙とが可能で、あ

る。 さらにはフィブロックの上から石官ボードを取り付けすると耐

火 2 時間の耐火被覆となる 。 もちろん最外面が石口ボードであるた

め内装下地としても使用することができる 。

現在、単独柱、外壁合成柱の耐火 111寺問、 2 時間について認定を

取得済みであり、多くの建築物に採用されている 。

・鋼板稿用タイプ( 図 4)

プレハフ、、住宅等で、は耐火建築

物、準耐火建築物それぞれ別々に

部材設計を行い、設計工数や部材

品種が膨大な量になっていた。そ

こでフィブロ ックと鋼板を貼り合

わせた耐火被覆構造を開発し、耐

めつ

ハゼ折り

固定部

図 4 鋼板積層タイプ

火被覆の有無での設計寸法の変更を不要とし、建築物の設計工数、

部材品種の削減を可能とした。

本桃造は鋼板にフィブ、ロックを積層したものを鉄骨の被額形状に

合わせてあらかじめ加工してユニッ 卜部材化した被額工法となって

いる 。乙の被覆ユニット音fi材をワンタッチで取り 付けできるように

ジョイント 加工することで耐火被覆工事に専門技術が不要となり、

施工工数の大幅削減を実現し、 すでにプレハブ‘メーカーで採用され

ている 。

( 芯; 」弘前機能プラスチバスカ山

17  



名論 3

火から繊維でコンクリートを守る

一超高強度コンクリートの爆裂防止-

原田博成

強度が80N/rnm以上の高強度コンクリートは、火災H寺のような高

熱下では、表! 習が剥自It . 勇む枚する現象( 爆裂) が顕著となることが

知られている 。その防止策として、現状では耐火被器等を施してい

るが、耐火被翻すると柱の径が 5 %程度太くなり住居面積が小さく

なるうえ、工期と工費もかかる。乙乙では、コンクリートの練り混

ぜH寺点で合成繊維を混入させることで、内部に含まれる水分の急激

な気化・膨張を抑制し、火からコンクリー卜を守る方法を紹介する 。

合成繊維とは

合成繊維は人聞が人工的に科学的な方法によって作り 出 した繊維

を総称する 。天然繊維に比べ、自然の制約を受けることなく、 一年

中、いつでも、ど乙でも、要求される性質、太さ、長さ、量を自由

に生産することができる 。

今回紹介するポリプロピレン繊維“ マーキュリー" も合成繊維の

一つであり、特長は下記の通りである 。 (図 1)  

l  比重が低L、(0.91)。

2  酸やアルカリ、その他の薬品にも強い。

3  吸湿性 ・吸水性がほとんど無い。

4  燃焼しでも有害物質の発生が極めて'低い。

5  汎用の樹脂から作られ、価格が安い。

一 ( CH
2
一C H) n一

|  図 1 ポリプロピレンの分子構造

C H
3  

マーキュリー( ポリプロピレン繊維)

マーキュリーは、繊維表面に特殊なコーティングを行うことによ

り、本来疎水性であるポリプロピレン繊維を親水化させ、セメント

スラリーに簡単かつ均一に分散し、現場でそのままアジテータ車に

投入することも可能で、ある。また繊維内に特殊な添加剤を加えるこ

とで長期に波る暴露状態でもコンクリー 卜内部で劣化せず、コンク

リー卜の品質を妨げる乙とが無い。人体に対しでも無害である 。

更にマーキュリーは取り扱い面にも考舷しており、形状は繊維が

何万本も束なった形状を保ち、セメン トスラリーへ投入された後、

初めて繊維一本一本となる。投入量が 3 kg/m
3

以下であ ればマーキ

ュリーを投入しで も高強度コンク リー 卜の強度を落とす乙とは無い。

爆裂抑制のメカニズム

合成繊維が火災|時どのようなメカニズムで高強度コンクリートの

燥裂を抑制するのか を述べる。

爆裂のメカニズムは完全にはj鮮明されていないが、火災時の急激

18  建築と社会 ' 2∞5.9

図 2 マーキュリーの分散性能

な温度上昇によって生じるコンクリー卜表層部の膨張力および内部

に含まれる水分が気化・ 膨張することで、起こる水蒸気圧が原因だと

言われている 。高強度コンクリートでは一般的なコンクリー卜に比

べ密度が高く、より爆裂現象が起こりやすい。

マーキュリーは高強度コンクリートに練り混ぜられると均一に繊

維一本、 一本が分散する( 図 2 ) 。火災が発生するとマーキュリー

は図 3 に示す通り、約365

0

C で完全に気化 しポーラスな空隙を作る 。

乙の空間が水分の気化 ・膨張を緩和し、コンクリートの爆裂を抑制

する 。マーキュリーの繊維径は最大でもわずか48μmで、あり火災後

のコンク リー 卜強度劣化も最小限にとどめることができる。 (表 1)  

T G-DT A 

200 

。

ー5

ー- PP- A DT A 

- PP- ATG 
150 

- 25 

主主

- 45 "'-' 

<.9 
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- 65 
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)

 

0

日

(

〈

ユ

)

《

ト

0

- 85 

300 400 

ー105

450 

- 50 

200 350 250 

温度( " c )

図 3 マーキュリーのT G- D T A測定結果

マーキュリ ーを使用した耐火試験

マーキュリーを使用し、 ifiH

火試験を行った結果、マーキ

ュリーを湾初日していないプレ

ーンの高強度コンクリー 卜は

コンクリー ト片が責崎文し内部

の鉄骨が見えている状態であ

る。それに対し、マーキュリ

図 4 マーキュリーを添加したコンクリ

ーを 1 ｾ＠ 3  kg/ m
3

添加すると ー卜の耐火試験

高強度コン クリートの買溺放が抑 えられていることがわかる。 (図 4 )



その他使用例

- 建材用

現在最もマーキュリーが使用されている用途である。

アスベスト代替としてスレート- 戸建向け瓦及び外装材に使用さ

れ、主に強度 ・衝撃性改善を目的とする。当社の実験結果ではマー

キュリーは40年間セメント建材内で劣化 していないことが確認さ

れている。

世界的なアス ベスト禁止の流れを受け、 期待される用途の一つで

ある 。

強度保持率( %)

110 

100 • • • • • • • 
90 

8 0  

70  

5  10 15 20 25 30 35  40 45 

経時年数( 年)

表 1 マーキュリーの強度劣化データ

- 製紙用

マーキュリーは約165

0

Cで容易溶融する 。乙のととを利用し、パ

ルプ等を抄造された後にマーキュリーを溶融させるととで紙の強度

U Pを目的とし使用されている 。また紙同士を接着 させる目的でも

使用される 。

・パインダー用

容易に溶融する点を応用し、鉛・活d性炭等の無機質のパインダー

として、各種成型体にも使用されている 。

おわりに

合成繊維を混入するととで火災時のコンクリートの燥裂を抑える

技術は、高層マン ションの下層部で使われる高強度コンクリー卜で、

既に多くの採用実績がある。今後各用途に合わせ専用ス ペッ クを確

立さ せ、 一般建造物・トンネル内への応用及び繊維によるコンクリ

ートのクラック・剥:落防止等への展開を予定している。

[参考文献]

- 日本化学繊維協会 「化学せんL、J ( 1昭和63年)

小様、太田、四回、森田、J1ld崎。超高!副主コン クリー トの実用化と品質管理( そ

の3 柱部材モデルの耐火性

ー日本建築学会大会学術講演板紙集、 pp. 529- 530、2004年 8 月

( はらだひろみち 大和紛紛紛合繊部合繊JJit料謀長)
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名論4 -

火から水で大空間建物を守る

- 放水型ヘッド等スプリンクラー設備-

沢田浩希

二

現

地

操

E

I

-

-

F

l

i

l

i

-

-

J

一

一

火

災

受

信

機

一

-

一

一

1

1

J

田

園

圃

盤

一

等

」

l

J

↑

一

l
i
l

-
-

「

↑

レ

帰

心

!

回

融

圃

僻

一

十

一

一

一

h

」

ピ

・

・

咲

一

七

物

一

一

一

一

「

1

1

1

1

1

1

ト

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」

一

E

一

服

撒

十

一

バ

↑

↑

「

l

i

l

i

-

-

-

↑

l

l

a
-

-

F

山

↑

一

ぺ

一

「

1

1

1

1

」

限

-

一

型

-

1

1

J

「

l

一

-

レ
R

P

一

一一

勧

↑

一

一

1

1

1
「

i

l

i

l

i

-

-

二

「

固

嫡

兎

一

一

鑓

一

」

韮

ン

一

t

卜

ー

ー

ー

一

J

O

E

山

一

司

ベ

一

洲

一

，
一

イ

L

ポ

一

一

ド

一

一
一

一

付

↑

一

匡

一

畑

一

¥

ノ

当

閣

一

一

跡

ス

p

m

/

=
制

一

一

服

一

近年の超高層建築物や大1島僕ショッピンクーモールなどには、アト

リウム、アメニティー空間等の、吹き抜け空間が設けら れることが

多くなってし 唱 。 また、多目的展示場や総合体育館などの建築物も

数多く建設されている。このような高天井を有する空間( 一般用途

部分にて天井高さが10mを超える部分) については、平成 8年 2月

の消防法施行令の一部を改正する政令により、「放水型ヘッド等を

用いるスプリンクラー設備 (以下、 「放水型S P設備J とL 、う )J の

圏L _ 一一 一 + ーーーーーーーー ーーーーー

設置が義務づけられた。これは、高天井部においては、 一般に用い

F 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 』 ーーーーーーー ーーーーー

・ーー ーー ー『トー ーー ーー ーーーーー ーーー

遠

隔

操

作

弁

遠

隔

操

作

弁

られる閉鎖型スプリンクラーヘッドでは、有効な火災感知 ・消火が

困難で= あることから、火災の感知は感知器等により行い、開放型の

放水ヘッドから有効な放水を行う方式としたものである 。

放水型S P設備は、放水部を可動して放水範囲を変えることがで

きる可動式ヘッドと、放水範囲が固定された固定式ヘッドに分類さ

れるが、本論では、可動式ヘ ッドの中でも 、近年ア トリウ ム空間等

に設置実紛が多い壁面絡納式について述べていきたい。

取付高さ 床面+ 4 m- 16m

電源電圧 DC24V :t 10%  

監観範図 最長 37m

放水圧力 0.49MPa 

放水量 700 または 900L / mi n

幅 1.8 - 2 m

肩効放水範図

5室長射程 38m 

綻回速度 5 - 60・/秒

外形寸法

W651 x  H5 8 0  x  0420  

(壁面から 180mm突出)

本システムの放水へッ

ドは、平常時は壁ff i : iに格

納され、建築物の美観を

システムの概要

システム仕様表 1

凡 例

ーーーーーー 電 路 一 一 一 一 一 配 管

損なうことなく設置され

ている。火災発生H寺は、

自動火災報知設備の火災

信号により放水ヘッドが

システム構成図 1起動し、自動で火源を探

査した後、放水を行うシ

動作フローステムである。

(表 1 ) 。なお、本システムは、 本システムには「自動モード j と「手動モード」の 2種類のモー上記は本システムの仕様である

ドがある 。自動モードは、火災の発生を受けて、火災の泊知から放

動で行うモードであり、原則としてと水までの一連の動作を全て

日本消防検定協会の一号評価

(一定の設置要件を満たす高天井部に設置される放水型S P設備を対

象とした評価) を取得したものである 。

放水型S P設備の評価制度に基づき、

のモードで運用する 。一方、手動モードは、消火に最適な放水型へ

ッドの選択までの動作を自動でお行うモードである 。放水を行うには、

キー操作により手動モードから自動モードに切り換えればよい。手

動モードは、防災要員により火災の監視および現場確認等が速やか

に行うことができる場合等に用いることができる 。

システムの構成

椛成図を図 1 に示す。本システムは、煙感知器等に より常時|勿火

対象物の基底部を監視する自動火災報知設備、放水部および感知音11

( 赤外線リニア センサおよび炎検知f，f l) 等により 構成され、火災H寺 図 2 に自動モードの動作フローを示す。なお、人が火災を発見し

た場合には、手動操作により放水することも可能で、ある 。また、火

災の状況に応じて、放水型ヘッドを旋回操作して放水筒所を変更す

に起動し火源探査 . 火1

A 体を管理する中央操作盤、火災現場から放水操作を行える現地操

作盤、放水のt I 対御を行う遠隔操作弁、および加圧送水装置等で布1'，'111)(， る乙とも可能で、ある。

されている 。

建築と社会 ・2005.920 



放水型ヘッド

炎倹知郡

上面図

平常時、放水部及び感知郡は

設置壁面内部に格納されている

火災発生

' v  

自動火災報知設備発報

¥ノ

島 火j原

火j原探査

匂レ

島;

放水部指向

自動火災報知設備から火災信号

が入力され、放水型ヘッドが起

動し、放水部、感知部が一体と

なって旋回開始

赤外線リニアセンサが監視範囲

(180' ) 内の火源を旋回探査

炎検知部が火源方向に指向し、

火j原の確定を行う

火;原が確定できた場合、中央操

作鐙に火源確定信号と火;原角度

情報信号等を送出する

放水昔日が火源方向に旋回して停止

放水する最適な放水型ヘッドを自動選択

' v  

遠隔操作弁起動 消火ポンプ起動

' v  

自動選択された放水型ヘッドから放水開始

¥ノ

鎮 火

図 2 動作フロー (自動モード)

主な特長

- 優れた美観

本放水型ヘッドは、放水部および、感知部等の機構古ij lを化粧パネル

で磁い、壁面内部に格納している 。また、 化粧パネルは周囲の色に

合わせることが可能なため、 美観に優れ建紫仰の意匠に調和させる

ことが可能で、ある。現場設置例を、 図 3 に示す。

¥ 

図 3 放水型ヘッド設置例

. 高い信頼性

本システムは、自動火災報知設備の火災信号を受けて放水型ヘッ

ドが起動し、さらに放水型ヘ ッ ドの感知部に より火源を確定して、

はじめて放水を開始する 。複数の感知部で火災を捉えるととにより、

自動放水の信頼性を高めている 。

国少水量および広い防護範囲

固定式タイプの放水型ヘッドでは、 一定区画内に一斉放水するた

め、多くの水量を必要とし、水十員も大きくなる 。一方、本放水型ヘ

ッドは、 ＱＮ Ｘ ｾ 2  ml 隔で火i僚の方向にのみ放水 を行うため、 水量お

図 4 放水状況

おわりに

よび水損を抑えることが可

ヘッ ドの放水状況を示す。

また、放水部の射程は

38mと長射程のため、放水

刑ヘッド l 台あたりの|姉 y1

範囲が広く、設置台数が少

なくてすむ。

本放水型ヘ ッドは、建築意匠と調和しているため普段は人目につ

かないが、万一の火災時には、災害から生命、財産を守るために、

このような設備があるととを理解していただければ幸いで、ある 。

( さわだ ひろさ 能 美 防災関技術 ｼ 井院本 ｾ＿ ｩ ｓ 技術部主 任 Ｉ
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火からガラスで人を守る

一放射熱を遮る耐火ガラスー

池内清治

わが国で「火を防ぐガ ラス」 というと、炎や煙を遮る網入板ガラ

スや最近は耐熱板ガラスが「防火設備」 として普及している 。

さらに「火から人を守るガラス J というと、火災時の猫烈な放射

熱も遮断する 「けい酸ソーダ制j習ガラス」が挙げられる 。 ヨーロ ッ

パではパーティシ ョンやドアのガラスにも「遮熱性能」が義務付け

られているため、この耐火ガラスは数十万 rri / 年と 一般化 している 。

日本でも数年前から透明な rll 時間耐火間仕切壁J として認定され

採用実績が増えている。

防耐火ガラスの種類と特性

最近、防耐火ガラスの多様化が著しい。種類で性能や特性、 j享さ、

、r法、外観が異なるため、適切な選定が重要で、ある 。 (図 1)  

網入板ガラスやガラスブロ ックは加熱されると短H寺聞で破損する

が、金網や小寸法の二重使いによ って、ガラス破片の脱落 を防ぎ炎

を貫通させない。耐烈噸ガラスには 3種類あり特性が異なるが、ワ

イヤレスのため破損しないように、 熱膨張を下げるか強度を大幅に

向上させている 。 また、「けい酸ソ ーダ積層ガラス J に代表 される

遮熱ガラスは、火炎や煙に加えて放射熱も遮断する 点が最大の特徴

である 。

「火災で破損するが破片が脱落しないー- - - r ー網入板ガラス( 金網)

圏在遮断斗 」ガラスブロック( 小寸法、二置など)

r ー耐熱結品化ガラス( ゼロ膨張)

」火災で破損しない一一耐熱板ガラスー→一一低膨張防火ガラス( 低膨張倍強度)

L ー耐熱強化ガラス( 超強化)

医亙豆圏在遮断 酬ガラス一丁一けい酸、ノーダ積層ガラス( 水ガラス)

L ーゲル封入複層ガラス( ゲル)

図 1 防耐火ガラスの種類

防耐火ガラスの試験法と認定

告示に明記された 「鉄枠+ 網入板ガラス j 以外は、枠材を含めた

開口部として加熱試l設を行L ミ認定される。 (図 2)

100 

0  

10 

[必要性能l

防火蝕備。遮炎20分

耐 火 屋 恨 荷 置65kgl m' +遮炎30分

特 定 防 火 般 備 選 炎60分

1時 間 耐 火 筒 仕 切 壁 遮 炎60分+ 遮鰍60分

( 非加側面平均 160' C 以下. 愚高200' C以下}

一般的に防火設備には

網入板ガラスと耐製材反ガ

ラスが、特定防火設備に

は耐製品反ガ ラスが使われ

る。耐火間仕切壁は特定

防火設備と同じ 11時間加

60 熱であるが、非加熱面の

温度が厳し く規定される

ため 「けい酸ソー ダ花引晋

ガラス j など遮熱ガラス

図 2 防耐火ガラスの加熱試験基準と性能 しか合格しない。

22 建築と社会 ・2∞5.9

遮熱により「人を守る耐火ガラスJ

・ 「けい酸ソーダ積層ガラスJ の特徴

ビル建築の内部火災に対し、防火区画は炎 ・煙 ・熱の完全封鎖と

避難経路の確保が求められるが、開口部の拡大に伴い シャッタ 一、

防火ドアやガラスを含め放射烈、嘘過の問題が指摘されて p る。

シャッ ターなど鉄板や通常の防火ガラスは、火災時に炎や煙は遮

るが 、 ｾ ｉ ｾ 加 熱 側 でも表面温度は Ｕ ＰＰ Ｍ Ｖ ＰＰＢ ｃ を超え、猛烈な ｪ ｰｦｦｩ 射熱

を再放射する。乙の結果、隣接する室や避難通路、階段室などの室

温は300"C に上昇する乙とがあるという 。人体にと って耐えられな

p 高温で、J!li9i ft の障害になりかねない。

一方、 「けい酸ソ ーダ積層ガラス J は、 加烈け則から合水グル層の

結晶水が蒸気とな って気化熱を奪い、発泡によ って白濁化して 多孔

質j習を形成する。 乙のため火災時の放射熱を遮断し、非加 l烈ば則のガ

ラス温度を 100"C 程度で維 持 す る ( 写真 1)  (図 3 ) 。 乙の結果、ガ

ラス面からの11羽射熱は日射エネルギーと 同程度の約 1/ 50となり、

隣接した室渦は30- 50

0

C にと どまる。災害弱者 も避難が可能だし、

カーテ ン、 商品、その他の可燃物がガ ラスに近接していても着火し

ない。すでに30年近い実績があり、年月を経る方が耐火性能は安定

し、 多J胃桃成なのでガラスが多少破損しでも性能が確保できる。熱

感知性があり、白濁化 した部位のみが高祖で危|卵或と判断できる点

もメリ ッ 卜といわれる。信頼性が高 く、 北海油田の洋上居住区へも

採用されている 。

写真 1

右側は一般防火ガラスで紙を近づ

けると着火。左側はけい殴ソーダ

積庖ガラスで白濁化し放射熱を遮

断、手で触れる。

. 材料と構成
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図 3 非加熱側のガラス温度の比較

「けい酸ソー ダ積層ガラス j は、代表的な 「パイロスト ップJ を

始め、 ヨーロ ッパで生産 され、耐火30分か ら120分まで性能の異な

る多様な製品群が揃っている。



椛成はメーカーで輿なる。「パイロスト ップJ の場合、 2.6ミリの

フロ ー ト板ガラスと 1. 5ミリのけい酸ソ ーダ( 水ガラス) が交互に

制附される。 日本では法別上 111キIIU耐火品が主で、総厚さ 23ミリと

j平くなるため、高透過のフロート板ガラスが用いられる。 (写真 2)  

また、鉄枠も特定防火設備用とは異なり、ケイカル板が仕込まれ

た遮熱仕様とな っている。

高透過板ガラス

写真 2 パイロストッフ.の構成

. 使用上の注意

けい酸ソータe のゲル層や有機パインダーは、紫外線と高温が複合

すると 、発泡することがあり 、基本的に内装使用に限定される 。 l

射が直J妥当たる場合には、紫外線カ ッ ト合わせを構成した製品を採

用する必要があるし、使用 H寺のガラス温度は50

0

C 以下に制限され

る 。 多用の透 明 体を大寸法で久Ｇ点先 Ａ ｾく作るのは大変困難なため、組

成や製造プロ セスなど高度なノウハウで製造さ れる。メーカーによ

って品質や耐久性にも差があるといわれる 。

. 圏内の使用例

2002年法改正によ って非耐力の間仕切壁は、 1 時間耐火で全|潜

使川可能となり、国内笑制もすで、に100f
t
lニを超えている 。

使用例は 111寺間耐火間仕切壁が要求される 「各種建築の避難階段」

や「大型脂街Ii のエスカレータ ー廻り J の透明化が最も多い。エレベ

ーターホールや吹き抜けなど|妨火区画の安全性を考慮して採用され

るケースも多い。可燃物の多い図古室の区画に使用するとか、建物

の要求性能を 明確にし30分 . 60分仕様、ガスケット施工、ガラス

耐火床など多様に実現したせんだいメディアテークのような特殊な

ケースもある。 (写真 3 )  

・欧州の使用例と動向

ドイツなど、欧州|で、はパーティ ショ ンやドアは、火災H寺の人体への

影響を |勿ぐため、 人の背と 同 じ床面から高さ 1. 8mまでのガラスは、

全て30分、避難通路 ・階段や病院なと、重要施設の場合は90分の「迎、

熱性能j が義務付けられている。屋根のト ップライ ト、ガラス床な

どの部位や法的に遮熱性が不要な音fl 位へも拡大している。

用途では一般オフィス、公共建築、空港ビル、病院などが特に多

い。最近の動向 として室内大空間の展開が顕著で、、ベル リン帝国議

会議事堂のテン ショ ンをかけた高さ 16mの大スクリーンが有名だ

し、高層オフィスを縦にJ: 1 : くガラス階段室なども多い。内装パーテ

ィションに相応しいデザインの細枠や面一化、 フレームレスと桝法

開 発が注目さ れ る 。 また、数年 前 から飲 州 ｅｎ 規格では ｾ ｉ ￴ 遮熱 ｅ 、

述、熱EII こ加 え、準遮r)，l EW ( ガラス而から 1mで"15KW/ ni 以下)

が加わった。E Wの採用は まだオランダのみだが、製品開発競争 も

激化 している。

今後の展望

今後、との 「けい酸ソーダ積層ガラス j の優れた特性が認めら れ、

大1品模建築、被合建築などの大開口や避難通路、 階段周辺への普及

が進み、さらに老人福制; 施設や病院医療施設などの- 11寺避難所や防

災拠点への採用が望まれる。

外装から始ま った「透明建築j の流れは、現在、 世界的に内部空

間をいかに透明化 し、採光、 眺望、 開放感を獲得し、 コミュニケー

ションが容易で、ハイクオリティな空間を創造するかが新たな トレン

ドで、ガラスの大寸法化、連続大開口化はさらに進む。との観点か

ら述、熱性にすぐれ、透視と採光も得られ、避難しやすい遮熱ガラス

が極めて重要となる。また、免震装置や木構造や絵画などパイロス

トップで囲い積極的に防御する新たな使い方も実用化 しつつある 。

写真 3 パイロストッフ.で実現した透明チューブ.

(l 、けうち せいじ 日本板硝子(掬建築硝子古1I担当部長)
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煙から感知器で人を守る

一煙を感知する技術一

山口拓郎

火災H寺に亡くなった方の多くは逃げ遅れが原因である 。炎が上が

る前に煙に巻かれてしまい、 一酸化炭素中毒になってしまう 。人命

を守るためには火災時の煙から避賊する乙とが重要となる。その避

難の「はじめの一歩j となるのが感知器による煙の自動検出であり、

乙の情報をベルや非常放送設備により在館者に知らせ、避難を促す。

火災を自動的に検出する感知器には、煙式- 熱式・炎式の 3種類

があるが、本稿ではその中の煙式感知器について説明する。

煙式感知器の種類

煙式ｾｾ蔀知器は火災で発生した煙を検出する感知器だが、その検出

原理の遣いから「光電式J と「イオン化式j に分かれる。更に構造

の遣いから「スポット型j と「分離型J 、感度の泣いから 11種」

と 12租j と 13種J に分かれている 。 (図 1)  

煙式感知器

「卜型f ii(iEiii

「一 1種( 蓄積/ 非蓄積)

イオン化式 一一 スポット型 ー ト 2 種( 蓄積/ 非蓄積)

L 3 種( 蓄積/ 非蓄積)

図 1 煙式感知器の種類

イオン化式スポット型感知器の原理と特長

イオン化式スポット型感知器は、放射線源( アメリシウム241)

によって空気がイオン化 されているイオン室を内部に設けている 。

このイオン室には常時微弱なイオン屯流が流れており、煙が流入す

ると煙の微粒子によりイオン電流が減少し屯圧が上昇する。その変

化 をとらえ火災信号を出力する 。

般的にイオン化式感知器は、煙の粒子径等の影響により燃焼性

火災( 媒煙) に対して高感度で、照焼性火災( 白煙) に対して低感

度な特性を持っている。

光電式スポット型感知器の原理と特長

光市式スポッ ト型感知器は、 外光を遮断し た暗箱( 検煙部) に発

光ダイオード( 送光部) とフォトダイオード( 受光部) を設けてい

る。発光ダイオードは定期的に発光しているが、フォトダイオード

は通常の光がほとんど届かない位置に配置されてL情 。暗箱に煙が
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流入すると、煙の微粒子により発光ダイオードの光が散乱反射し、

フォトダイオードの受光立が指加する。その変化 をとらえ火災信号

を出力する。

一般的に光電式感知器は、煙の粒

イ圭等の影響により燃焼性火災 (1

丸山) に対して高感度で、燃焼性火災

( 媒煙) に対して低感度な特性 を持

っている 。 写真 1 光電式スポット型感知器

写真 2 光電式分間住型感知器 写真 3 イオン化式スポット型感知器

最新の光電式スポット型感知器( 弊社製) について

現在販売中の光電式スポ ッ ト型感知器は、「フラ ッ トレスポンス

性能の継承j と「非火災報の低減J をコンセプトに開発された。そ

の特長についてご紹介したい。

フラットレスポンス性能の継承

前記の通り、光電式とイオ ン化式には感度特性の迎いがある。そ

こで、煙粒子による散乱現象の理論解析や高出力・ 1対見野角の赤外

LEDの採用等により、イオン化式感知器の感度領域にも対応した

均一な感度特性を持つ光屯式感知器を完成させた。実火災において
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表 1 感知器の感度特性クラフ

も煙の極類にかかわらず、早期に正確に火災を検出することが可能

となった( 前機種より対応済み) 0  (表 1)  

非火災報の低減

・|防虫網のメッシュサイズ改良

煙式感知器には小さな虫による非火災報を低減するため、防虫網



図 2 旧感知器の防虫網 図 3 新感知器の防虫網

が取り 付けである。この防虫網の孔径を小 さくし、虫は勿論のこと、

糸竣や湯気等の非火災報要因を排除した。また孔と孔の間隔を狭く

する乙とにより広い開口率は維持し、煙の流入に影響がないよう配

慮、している。 (図 2 、図 3 )  

. 検煙部の簡素化

防［ｫｾ澗を擦り抜けた糸竣が検煙部内の 構 造物に 付 着したり、 小 さ

なクモが検煙部内に巣を張ったりするととで非火災報が発生する場

合がある。そこで、検煙部内の構造物ry ( 突起物) を無くした。 ζ れに

より糸竣が検煙部内に付着することも、クモが巣を張ることも減少

し、非火災報は低減された。

多機能な光電アナロク、式スホ。ツ卜型感知器

自動火災報知設備は、 P 型システムと R 型システムに大別 される。

P 型システムの中枢である P 型受信機は、消防法の最低限の機能を

満足した廉価版であり、 R 型システムの中枢である R 型受信機は付

加機能を多く搭載した高価版である 。光電アナログ式感知器はR型

受信機にしか接続できない感知器であるが、数多くの特長を持って

いるのでことにご紹介する。

注意省報

通常の火災検出は 2種感度( 煙濃度10 %/ m程度) で行う 。それ

よりも薄い煙濃度で早く異常を知らせる機能である 。これにより迅

速な初期対応が可能となる。

レベル連動

階段近くの天井を見上げると、同じような場所に感知器が 2個設

置されている場合がある 。乙れは l つが火災検出用 (2種) で、も

う l つが防火戸等の防排煙i連動用 ( 3 種) である 。アナログ式感知

器は 1つの感知器で、どちらの動作も行うことが出来る。従 って感

知器は l 個で済む。

ポイント表示

通常、火災は「主主戒区域」というエリアで表示するのが一般的だ

が、アナログ式感知擦は感知器 1119111聞の場所を表示させることも

出来る 。出火場所の特定が容易である 。

感度変更

一般感知器は作動する感度が決められている。 2種であれば煙濃

度が約10%/ mになると火災信号を出力する。アナログ式感知器は、

設定範囲内で自由に感度を設定することが出来る 。設置環境に併せ

た適切な火災検出を実現する 。

既設イオン化式感知器「撤去の注意と交換のお勧めj

建物の解体や内装のリニューアノレ等により感知器を撤去すること

があると思うが、イオン化王匂悲知器は簡単に廃棄で、きないことを皆

様はご存知だろうか?

イオン化式感知器には放射線源( アメリシウム 241) が含まれて

いる。量こそ微量であり文部科学省の定める規制対象ではないが、

放射性物質であることに変わりはない。各防災メーカーでは自社の

製品について回収 ・分解後、社団法人火災報知機工業会の自主管理

基準に則り、社団法人 日本アイソ卜ープ協会へ廃棄処理を委託して

いる。皆様にも確実 適正な廃棄ー処理にご協力を頂きたい。

さて、平成16年 6 月 2 日「放射線障害防止法j が改正された。こ

れに伴い社団法人日本アイソトー プ協会は廃棄処理費用の値上げを

行う動きがある 。値上げが決定すればお客様の負担が増える可能性

が高い。従ってイオン化式感知器が設置されている建物は、今のう

ちに早めに感知器を交換することをお勧めする。イオン化領域の感

度特性も持った光電式感知器であれば、問題ないとは前述の通りで

ある。 ( 但し接続数制限は要注意)

おわりに

建物の用途別に見ると住宅での火災によるチ儲が l 番多く、最近

では特に高齢者 (65歳以上) の割合が高くなっている。 そこで、消

防法が改正され、新築住宅への住宅用火災笹報器の設置が義務付け

られた。住宅用火災警報器は煙式感知器が原則となっている。全国

的には平成18年 6 月 1 日から施行される 。

残念ながら焼き魚、の煙と火災の煙を識別できる煙式感知器はまだ

無い。確実 ・適正な火災検出を行うには感知器自体の性能向上は勿

論、設置環境や維持管理も重要な要因となる 。防災に携わる者とし

て非火災報の無い、火災だけを検出する感知器が早く提供できれば

と思う 。

また、感知器の設置により火災を早期に発見し、逃げ遅れによる

死者が減少することを願う 。

( やまぐち たくろう ホーチキ附システムエンジニアリング主任)
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名論 7

煙からスクリーンで人を守る

一遮煙スクリーンによる災害防止事例-

井関淳一

昇降機の昇降路の防火区画とスモークガードについて

平成12年の建築基準法改正に伴p 平成14年 6 月 1 日からエレベ

ーターの竪穴区画には、 『遮煙性能を有する防火設備j の設置が義

務付けられたことは既に周知のとおりで、法改正後様々なタイプの

防火設備が各メーカーより発売された。また当初は開発されていな

かった遮煙性能を有する E V乗り場戸も、各E Vメーカーにおいて

開発され現在に至っている 。 ( 平成16年末においてCAS，CATの

認定製品は178を数える) 野原産業(械では米国にて開発された 『ス

モークガード』を平成12年から日本に輸入し始め、その後日本国内

において製造・販売している。また平成14年 7 月3 日には大臣認定

番号 rCAS-0006J を取得、現在までに全国で約4，500基納入した。

これはスモークガードの特性である シート本体が透明でー視認性があ

り、耐熱ゴム磁石と高機能耐熱遮煙フ ィルムの組み合わせにより高

い遮煙性能( 図 1 ) を誇 り、設置がシンプルであ った乙とが、新築

工事のみならず増改築工事にも受けいれられた要因であると考えら

れる。

独立行政法人建築研究

所で試践を行い、財団

法人建材試鹸センター

で評価を受けてい る。

( 力ッコ内は日 本にお

ける基準である。)

図1 遮煙試験データ スモークガード1型

火災時における煙の速さと恐怖

火災時にスプリンクラーが働くと炎は減少しでも煙の量は更に増

え、避難時間帯には2 WC位までの高温の煙が急速に広がる。そし

て火災階で発生した煙は煙突効果を引き起乙すエレベーター シャフ
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ターが、 1993年 2 月に起こった爆破テロの火災においては、 l 分

以内に44階、 5分以内で110階まで煙が到達し、死者 6人、負傷者

1，042人とい った大惨事となった。その際の負傷者ほとんどが煙の

吸引における被害であると報告されている。 また国内では2001年

9 月の新宿歌舞伎町火災においても、被害者は多少のやけどを負っ

ているもののほとんどが煙( 一酸化炭素) による中毒死と見られて

いる。一般に一酸化炭素は大気中の濃度が0.01%で軽い頭痛、 0.3

%で心機能及び血圧低下、 0_5%以上になると 1- 2 分で呼吸障害

や死亡に至ってしまうと報告もあり、火災H寺において炎以上に人命

を脅かす最大の要因であるといえる 。乙のような煙における被害防

止を図るためにも次項の火災事例における検証を報告させて頂く 。

東京都内での火災

昨年東京都内にてスモークガード( 以下SG) が設置されたS造

9 階建の単身者用集合住宅で 5 階居室より火災が発生、炎は室内の

可燃物を伝わりながら、ついにはガラス，アルミサ ッシを融解して

外部へと l噴き出した。出火室は全焼ながら( 写真 1 ) 、直上居室及

び隣接建物は軽微な被害にて鎮火した。また内部E Vホール側は玄

関の特定防火設備により延焼を防いだが( 写真 2 ) 、高温の熱を含

んだ煙の流出は防きe切れなかった。この結果煙感知器の連動により

S Gが作動し初期発生時の煙以外は進入を防いだ( 写真 3 ) 。 これは

E Vの枠，扉と 壁，天井を比較すると明確に判断ができる( 写真 4 ) 。

また初期段階において流入した煙は、 S Gが 3 - 9 階において作動

していることから、急激に上昇し、その後充満したあと降下したと

思われる 。これは上部階のE V扉の隙間より流出していた煙が、 S G

が作動するととにより 出られなくなってしま ったためであると考え

すす

られる 。E V扉に煤が付いておらず、当然のことであるが、 3 - 9  

階のE Vホール側に煤の流出を防いでいた( 写真 5) 。この結果出火

した 5階以外のフロアーは、翌日から E Vを使用できるようになり、

5 階を除くその他の入居者には最小限の被害にて治まった。 ( 無論

E Vメーカーの献身的な復旧工事があったことは言 うまでもな p)

今回の火災事例において 3点の事柄を注目した。第 l 点は、「入居

者になによりも怪我がなく、無事に避難出来たこと j である 。今回

は不幸にして火災が発生したが、幸いにも死傷者がなく入居者全員

が無事避難出来た乙とは、 S Gが避難にあたり煙の障害 を防ぎ安心

して避難活動が出来たと思われる 。との乙とは防災設備にかかわる

メーカーとしては責任を果たせたと自負している 。また、第 2点は、

「煙の流出が普段我々の想定している以上に大量で、早いとのこと」

である 。当社S Gは煙感知器により約 1 - 2秒後には作動 し、乙の

高さ( 約 2m) であれば約17- 18秒にて床に着床( 作動完了) する。



この作動時間はS Gが、動作中においてE V内からの脱出者へ対し危

害を加えないとの機能性か らである 。また、たとえ人に当た っても

自動停止装置の作動により停止する 。そして障害物( 人) がなくな

れば煙の流入を防ぐために再度自動的に降下していくとい った機能

性も併せ持っている 。今回S Gが 3 - 9 階において作動していた事

実を考えると 出火室から E Vホールに煙が流出し各機器の始動から

作動完了時聞が、仮に約 1分程度だったと想定しでも、前項にて記

述した通り「煙突効果」により、短時間において急激にかつ大量の

煙がE Vシャフト内に流入し、 9 階フロアーレベルまで上昇、その

後 3 階フロアーレベルまで充満したと想定される。第 3点は、「出

火した 5 階と 6 階 ( 6 階は洗浄工事終了後 3 日後に入居) 以外の階

については当日より居住できたことと、 翌 日より E Vの使用が可能

になった乙と j である 。通常火災後はE Vシャフト、内部階段を通

じて煤、異臭が上部階に伝わり日常生活に支障をきたすが、今回

E Vシャフト 内は、 S Gの最大の特性であるシー ト両端の耐熱ゴム磁

石に より、ガイドレールとの聞を磁力によ って密閉され煤、異臭の

進入を防いでいる 。また、当然のことながら外部サッシ、外部階段

により外部側に流出 した煙は防ぐことはできていないが、それらの

大半が、上層階に再侵入せず外気に拡散したと想定すれば、 S Gが

建物の被害防止にも役立ったと考えられる。また短期間にE Vの復

旧が出来たのは、先にも記述した通り E Vメーカーの献身的な復旧

工事があったととは言 うまでもないが、 E Vシャフ卜内に通常より

も遥かに小量な煤・異臭しか伝播しておらず、 E Vのオーバーホー

ルも非常に安易に出来た乙とが、要因の一つであると判断できる。

おわりに

上記のように実際の火災において乙のような個別の防災設備に検

証が行われたことは非常に稀であり、当初想定されていた以上に

様々な事柄が現実に立証出来た。とれは今後の遮煙対策の啓蒙を進

める上にも、さらには商品開発の推進を図るためにも、大変貴重な

資料になったと思われる。また今回あらためて火災の怖さを知り人

命 ・財産( 建物) を守るためには、ハード( 製品) とソフト( 使用

方法) が正常に行われることが絶対条件であると再認識した。仮に

なんらかの要因において S Gが作動出来なかった、また、作動した

としても、ガイドレール前に灰皿等の障害物が置いてあり完全に着

床していなかったならば、当然違った結果になったであろうと思わ

れる。そのためにも竣工後の管理者への取扱説明、また 6 カ月に一

度の定期点検を確実に実施頂けるよう広報活動等を進め、このよう

な煙がもたらす非常時において万全の性能が発揮でき人命 ・財産を

守ることに、少しでも役立つ製品であり続けるよう、各方面に情報

写真 1 写真 2

写真 3 写真 5

写真 4

発信を続けていきたいと思う 。

*  

最後になりますが、火災があ ったにもかかわらず、またご多忙の

ととろ 2度の取材をさせて項き 多大なご協力とご理解を賜りました

施主様と、ご協力頂きました関係各位には本誌を通じ御礼申し上げ

ます。

( ，ミせき じゅんいち 野原産業側大 ｼ 坂支庖ファサード自 ｾｬＩ
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中古住宅のローン減税

結城恭昌

紛大阪建築士事務所協会専務理事

417 

る)、 指定確認喰査機関または指定住宅性能評価機 関 ( 以下「建築

士等J C i ヴ) にf珂到し、市協診断を受けて、新耐摺基準を満たす

ことの証明書 ( 耐震基準迎合証明世) を取得する。

また、 対象住宅が「住宅の品質確保の促進等に関する法律J (以

下「品目在法J c p う) に基づく住宅性能評価蓄において耐震新技 術

湖医体の倒雌 等防止) に係る割田iが等級 l 以上である場合は、証明

書にイ勺える乙とができる。

※  本税制における「削捜基準」とは、「建築基準法の構造耐

力基準Ji 建築物の両捜改修の阻 並に関する法律の市摂関係1腕 Ji 品

隊法の評価方法基準」の基準であり、 面協 診断によりこれらのし、ず

れかの基準に適合することが確かめられた場合に、証明書が発行さ

れる。

※  「証明書の添付資料j の例として、制日本建築士事務所協会

連合会により推奨様式「市捜診断チェ ツクシート j が作成さ れてい

これら詳細に|刻しては、ホームページ (http:// www.njr. or

jp/m01/050418/) を参照。

る。

※  

. 説明書の申請者/ 申請者は原則として売り主。ただし、 何らかの

理由により申請者が売り主以外の場合は、各税務署にR儲悲のこと。

・証明書の取得時期/ 所有権の移1伝の11寺(ヲ |き渡しの日。例えば所

有樹排長登記日) までに証明昔を取得している乙とが捌二。このH欄

より前であれiぎ、 例えば売買掛悦締結した日以降でも対象となる。

・証明普及び住宅性能言WI阻?の有効期間/ 証明書に係る話程訴冬了日

または住宅性指評価替の評価日から対象

住宅の取得 日 (上記所有権の移転の 日)

までの ｩ 詰大の ｊｾ ｝ 聞 は Ｒ 年間 。

. 証明書の穏挺ν以下の( l N3 )の抑制l特

例の区分に応じ、おのおの所定の証明哲

を取得する必要がある。

( 1) 住宅ローン減税制度、特定の居住用

財産の買い換え及び交換の場合の長則被

皆既H得の課税の特例、 住宅取得等資金に

係る禍紘u制清算課税制度の特例を受ける

ための証明智( 国土交通省告示第394号

様王町

(2) 住宅用家屋の所有権の移11暗記等に

係る登録免許税の怪i樹首躍を受けるため

の証 明 Ｑ Ｑ ｾ ( 登録免討ー税関係 ・国土交通省

住宅局長通知トー別添 4機丈)

(3)  中古住宅の取得に係る中古住宅及び

中古住宅用の土地に対する不動産取得税

の終的リ措置を受けるための証明苫( 国土

交通省告示第385号様式)

l 証明書に関するいくつかの留意点

今年度から住宅ローン減税等の税制特例孫として、古くても冊限

性を満たす中古住宅について築後経過年数要件を撤廃するととも

に、新商t震基準に適合することが証明された中古住宅について、新

たに税制特例の対象とする租税特別措置法施行令等の一部改正が、

本年 4 月 l 日に施行さ れた。

平成17年 4 月1 日以降に取得した住宅で、かつ、築後20年以内 (耐

火建禦物は築後25年以内) のもの、または新同協基準を満たすこ

とを証明しているものを取得した場合に限り適用される。

ただし、築後20年超( 耐火建築物は築後25年超) の住宅を取得( ヲ |

き渡し) した後に獅慣基準を満たすことの証明書を取得した場合

には、これらの特例措置が適用さ れない。

※  以下の税制中制列

1. 住宅ローン減税制度( 所得税)

2 . 特定の居住用財産の買い換え及び交換の場合の長期譲渡所得の

課税の特例( 所得税、個人住悶党)

3. 住宅取得等資金に係る相続剛' i ' i算課税制度の特例 。! 国与税)

4. 住宅用劉墨の所有格の移転登記等に係る登録免許税制的側置

燈 録免許税)

5. 中古住宅の取得に係る中古住宅及び中古住宅用の土地に文付 る

不動産取得税の特例措置( 不動産取得税)

l 税制改正の概要

法

令

コ

ー

ナ

ー

l 新耐震基準に適合しているととの証明方法

中古住宅の売り主が、建築士( 控多t l 事務所に属する建築士に限

否

〈非耐火. 築20年以内、耐火. 築25年以内。

または有効期間 ( 2 年) 内の

証明笛もしくは既存住宅

性能評価笛( 耐震等級 1

以上) あり〉

務所備付帳簿への記載

耐震診断の実施

| 建築士等の証明手数料

数料が必

やすまさ)

実質、 H話僻 博に係る証明

要。 ( ゅうき

確定申告 コ 住宅ローン減税の適用

耐震基準適合証明の標準的な手続きフロー

強挺と祉会 ・2005.928  
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「二兎を追う者はー兎も得ず」。欲張って一度に二つのものを得ょ

うとすると結局どちらも手に入れることができなくなるというよく

知 られた諺である。これから述べようとする ことは「三兎を追う j

話である。その三兎というのは風の抗力と揚力と太陽熱であり、こ

の三つを利用 して一つのシステムで電気エネルギーに変換しようと

L、う 虫の良い話である。現在は開発段階であり、オ端では失敗例も

含めて紹介 させていただく 。果たして三匹とも逃げられてしまうの

か、見事捕まえられるかを今後混かい目で、見守っていただきたい。

l 自然エネルギー利用

近年、 政府の助成 針制度なども後押 しして新エネルギーとしての

風力発電が地方 自治体や民間において試行的に次々に導入さ オL

1997年京都議定書に 日本が批准 したことで、再生可能でクリーン

なエネルギーとしての風力発電や太陽光発電の開発の勢いが加速し

つつある。政府と NEDOは1995年に風力エネルギー計画の導入を

刺激するために“ フィールドテス トプログラム" という新たな助成

金シス テムを始めた。また、1997年に新エネルギー利用等の促進

に関する特別措置法が制定された( 新エネルギー法) 。この法議糾ま

日本での風力発電ビジネスを促進させ、結果として20- 30MW規

模の対応模商業ウインドファームが開発 さ 札 最近の 2年間で匡|内

での風力発電容量の急速な増加が報告さ れてL、る。

l 開発の動機

当研究室では2008年の大阪オリンピ ック招致の企画の一環! とし

て、海上浮遊都市 “MOBY DI CK" のプロジェクトに深く関与し

ていた。MOBY DI CKは六つの浮{材' 14，造を花弁状に連結したもの

で、直径が約600m、床面積が約20万m
2

の規模であり、短期的には

オリ ンピック会場である枠洲に接岸して選手中1等 lこ利用し、長期的

には海洋汚4ヒ機能や自然エネルギー利用システムを搭載する予定で

あった。残念ながらオリンピック 開催地は北京に決まりこのプロ ジ

ェク トは1頃挫したが、浮遊都市に搭載する予定で、あった自然エネル

ギ一利用 システムをどのようなものにすべきで、あるかといった謝' j ! f l

は、その後も持ち続けていた。

一方、当研究室では以前に、 JI貼fIJ .造によるドーム建築の解析コー

ドを開発していた。この手法も活かし、 JJ英材料を用いることによ っ

て新しL、形式の風力発電システムが考えられなL、かとの思いに至っ

た。そしてたどり着いたところが、 JI良材料を利用 した太陽エネルギ

ーと風力エネルギーを一つのシステムで効率よく 利用できる発電シ

ステムで あ る 。 季 節 に 応 じて 原 Ｎ ｉ，Ａｉ ｛の ｾ＾ｊ［ｦ 慢が 開閉す るところから蓮の

花にちなんで、L OTUS と名付けた。閉 じているときは原田主として機

能し、開いているときには太陽熱集熱用の反身胡莫として機能する。

l 提案モデルと試作機の製作

L OTUSの設計にあたって、基本コンセプトを 4点に絞った。

1  ) 世界初の形式であること

2) 見た目に美しく、設置された地域のシンボルとなりうること

3) 災害時において応急的なエネルギー供1合源となりうるとと

4) 世界の子供に夢を与えること

こうした コンセプ トのもとに平成16年の夏ごろから試設計を始

風力と太陽熱のエネルギー利用システム

口ータス白浜 1号の開発

金 正鉱 大阪大学大学院工判明地球総合工学専攻建築工学コース大学院学生

橘 英 三 郎 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻建築工学コース教授

内匂剛ｾ同問Ｂ吋

太陽熱利用時 (主に夏季) 風力利用時 (主に冬季)

図 1 LOTUS 

め、その10月には一応ざっと した図面が出来上がった( 図 1) 。

試設計をもとにプロ トタイプの製作を行うことになり、 協力を地

方自治 体 や企業に呼びかけ、設置 ＺｉＺ ｾ Ｎ所として白浜 町 、 ｊ ｉ 射材 ヰ の提供

として太陽工期側、設計は側鴻池組、 施工は高田機工附が応じてく

れた。平成16年11月 2 日にロータス研究会の発会式が大阪で!Jf: 1催

さオ ｌ ただちに具体 的 な設計にとりかか っ た 。 まず Ｑｾ 艮 ｬ 枚の大き

さを 1. 5mX 5  mと決め、さらに詳細を徐々につめていき、 翌年の布

成17年 3 月末にその大方が完成した (写真 1、 2)。

l 南紀白浜空港旧滑定路での走行実験

構

造

の

頁

設置甥所は南紀白浜空港の旧滑走路跡地と決まっていたが、滑走路

はそのままの状態で、あったので、 L OT USを地面に設置する前にその

滑走路を利用 した実験を行った。この兜自主の結果、ワイヤレス加速度

言|などを用いた測定方法や、偏心した羽根自身が予定通り逆向きの

|際、風向きと平行になるように自転してくれるかなどが確認できた。

写真 1 走行実験 写真 2 羽根取り付け部の調獲

今回の実験では、羽恨が[W!忌中に外枠に当たるというアクシデン

卜が生じたため回転性能に関する評価はできなかったが、今後の笑

用化に向けての貴重な資料が得られた。

1  ) 滑走路を用いての走行実験が、思し車の性能評価において有効

であることが分かった。

2) 強風時における今後の対策としては、羽根枠の曲げ閣せ性を高

めるか、もしくはスト ッノ ｾＭｪ ｬ ￮ ｬ ｨ のテーィテールの改良が必要で、ある 。

なお、台風のように事前に予測が可能な場合は、ヨ羽裂を聞いて上端

部を雌接のアンカーに匝l定させる仕組みにな ってL 唱 。

3) 今後の純備管理の上で、リモート センシングの導入が必要に

なる。今回の実験ではワ イヤレスの加速度計を用いており、 f電波の

届く有効距離を調べ、約150m以内で、あれば測定可能で、あるととが

分かつた。

タコマの橋が風による共振で糊奇したのは有名で、あるが、印象的

なのは、落橋した橋の設計者が、再ひ'その橋の設計担当者に加わっ

た乙とである。なぜ締局したかは、設計者自身が一番知っているは

ずだとの判断が働いたようだ。思沫において真の技術が発展してき

た7ま景には、チャレン ジャ ーへのこうした温かい支援が少なからず

仰 ｾｾ ミているにちがいない 。 Ｈ キ ム ジョンヒョン、たちばな えいざぶろう)

建築と社会 ・2∞5.9 29  



設 楽 雑 仲 間3 併 前、 建 築 家 内 た 献 「建築と社会J 1000号記念企濁 | ・大( f o幸代( J ) 霊祭とき袋入

モルモンテンフル大本山拝観

建築家モルガンとの出会い

石 田潤一郎

大正元年11月16日 (土曜日)

午後十二時クラブに建築技師オクタビアス

モルガン氏を訪問す。同氏はローサンジルス

市建築舎の曾頭にして斯界の重鎮なり 。当時

設計中の建築費約弐百五十万弗に達すと。年

令五十五才。一見風采甚だ揚らず。此倶楽部

に於て畳飯の饗応を受け自動車を駆て各建築

場を巡回す。何れも皆百万、弐百万と云ふ建

物にして壮腿目を驚かす。無暗矢鱈に大理石

を使用す。都てが鉄骨煉瓦か鉄筋コンクリー

卜の十二十五層と云ふ建物故、 一軒の家に五

六ヶ所のエレベーターを設置す。其地中室は

大概はエレベーター及スチームヒーターの原

動力室に使用し、 二階三階都てコンクリ床に

タイル敷とし、屋根は都てルーフガーデンと

す。夫れから失れと巡覧する事五棟。内に一

軒の劇場あり 。入場人員千五百人。三階桟O

の梢造なり 。建築費五十万弗と云ふ。観覧席

検l隔八十尺。舞台面より後ろ壁迄七十尺あり 。

天井高十二間位。舞台口三十二尺。角舞台天

井高七十二尺。桟敷も何 もかも鉄骨コンクリ

ート 。通路はコンクリ上に敷物を敷き、座席

はコンクリ上に板を張り敷物を敷く 。出入口

は総て外聞きとなり人が寄りかかれば戸が明

く{士掛けの銀オ勿を使用す。

.J _:t ｾ仔 ｕｩｚ
- .  I 包 ・v

_t:__ 1 ， -

ｉｾ Ｚ［＠ 51 

材全

三階の座席には表より直に昇降する事にな

り三階二階より別々に非常階段ありて別々に

裏道に逃出す事になり居るなり 。屋上よりエ

レクトリ ックファンにて空気を送り込むと云

ふ仕掛けなり 。

ーれよりオヒス売庖等巡覧す。二階、 三階

の仕切壁は入口毎に木製の枠を取付、其聞の

壁 は皆図の如き瓦Ｈ素焼Ｉを和 ｾつ『

て壁下地とす。重量を減ずるが ( @Q L _ J

為なり 。

午後五H寺頃モルガン氏に別る。同氏は親切

30 遮捺と社会 ・2∞5.9

丁寧にして日本建築家に吾経営する建物を案 1912年11月12日 、 制5貞雄はロサンジェルス

内するは中心愉快を感ずるとて強き握手をな | に入り、 16日に当地の建築家「オクタピアスモ

して手を分てり 。

ルガンJ Octavi us Morganを訪ねて、作品を案

内してもらっている。 日記中に「設計中の建築

費約弐百五拾万弗に達すj とあるように、モル

大正元年11 月19日 (火曜日)

ガンは、 1900年代の初めにはロサンジェルス市

午前十一時四十分ソートレーキ着。落機時 |

の建築工事の 3分の l を引き受け、工事量が飛

報社飯田四郎君出迎ひ。同氏の案内にてモル | 践的に増えてきた1913年でも 10パーセントをこ

モンテンプルを拝観す。音に名高き多妻宗の

大本山。ゴシ ック風の大伽藍にして宏壮目を

驚かす。今の管長は十二人の細君を持て居る

豪傑なり 。建築は大概今より五六十年前の落

成にして花開石造なり 。内に二 ヶ所の説教所

なしていたと伝える。なお、設楽はモルガンを

「五十五歳j と普いているが、 1850年生まれだか

ら62歳だったはずである。サパを読まれたのか

もしれない。モルガンは実はイギリス生まれで、

1871年に米国に移住し、 74年からロスに定住、

1  88年に J . A ウオールズと共同で設計事務所を設

あり 。小は四五千人を入れるべく、大は八千 |

| 立する。1901年から 1904年までカリフォルニア

人を入れるに足る。大の方は卵を縦に切て伏 |

| 州建築家委員会Californi a Archi tects Boardの

せたる如き構造なり 。一番遠方の桟敷に持覗 | 初代会長を務めており、このことにちなんで向

者を置て反対の説教壇に案内者が立て机の上 | 委員会はモJ レガンnを設けている 。設楽が報告

に針を落とし、又は手の平をすり合わせる 音 | している劇場が何なのか明確でないが、 1910年

を聞かせて、此建築が如何に音響に注意せる

かを説明す。圏内にジョフスミスと云ふ開山

上人の胸像を建つ。案内者は泊々と 此宗旨の

お有難い事や閉山スミスの偉大なる事等説聞

かす。夫れより絵禁沓等寅求めて、同寺を 出

て乗合自動車に毛唐の田舎者と同乗して市中

に完成したパンテイジズ ・シアターの可能性が

高い。そうだとするとアーケイド・シアターの

名前で現存していて、パリパリの現役である。

モルガンは1922年に亡くなっているが、息子

が跡を継L、でおり、 1930年代のMorgan，Wall s， 

and Clememts事務所はアールデコ犠式の建築を

ロサン ジェルス中に数多く建てたことで知られ

見物をなす。運転士兼案内者は後に乗ったる| る 。なお、カリフォルニアのモルガンというと、

お客さんに聞こえるようにl劇l久を口に当てし | 女流建築家の草分け的存在の Juli a Morgan 

やべくる 。 ｉ をｾ起する読者も ｰ ると思うが、 血 縁関係はな

午後五H寺頃市廠舎門前にて自動車を卸り市 1 ｾ、 。

E穏舎を見る 。何処迄でも誰でもどんどん這入

って少しも梢はぬ。エレベーターに乗って中

央タワーの絶頂に上る 。ソートレーキ全市を

膝下に見下す。建築は都て砂岩石にして随分

思切った構造あれども地震少き由故これでも

よいかも知れぬ。

今回の写其は、ソルトレイク ・シティでの一

枚。ロサン ジェルスのあと、東部ヘ向かうのだ

が、その途中、 11月19日に「ソートレーキj に

立ち寄って、モルモン教のt樹立山というべきソ

ルトレイク神殿 (1893年完成) とテンプルス

クエアを宇litl する。創始者ジョセフ ・スミスら

の銅像を眺める観光客に混じ って、ひとりカメ

ラ目線を送る。

(京都工芸繊維大学教授)



[ お知らせ] n f o r ma l i o n  

アスベスト廃棄物の適正処理 「日本三景展J

吹付け石綿など飛散性を有するアスベスト廃棄物は、 松島、天橋立、厳島の景観は江戸時代のはじめ以降 加守田章二 (1933- 1983) は大阪

廃棄物加里法 (廃棄物の卸里及び清掃に関する法律) 今固まで「日本三景」としてその名を馳せてきた。 府岸和田市出身。京都市立美術大学

において特別都睦業廃棄物「廃石綿等j に指定され、 本展は、中世の絵巻から近世の名所風俗図扉風浮世 で宮本意吉のもと研鎌を積んだ後、

収集、運搬、 処分等の基準が定められてしゅ。 絵版画、近現代の日本画まで、海外からの里帰り作品、

また、非飛散性アスベスト廃棄物 (アスペース卜が混合 文化財などを含め約100点で構成される。

されたスレートなどの成形板) についても、産業廃棄 会 期 2005年 9 月13日 (火) - 10月16日 ( 日)

物としての収集、運搬、処分等の基準か定められてい 10:  00- 18:  00 月曜日休館

るほか、深境省の「非飛散性アスベスト廃朝初の取扱 会 場 京 都 文 出 掛 初 館 TEL075- 222- 0888

いに関する校側旨剖に基づL 、て伽里することが必要 京都市中京区三条高倉

である。

詳しくは大阪府のホームページに掲載。

. アスヘスト廃棄物

http:// www. pref . osaka. j p/wast e/sanpai/asbestos. html  

. アスベスト対策全般

http:// www. epcc. pref . osaka. j p/shi dou/to- j i gyousya 

/ taikil asbest os/  

問い合わせは大腕環境農林k産部循環型社会推進室

電話06- 6941- 0351 (内線3825) へ。

建設リサイクル法説明会

平成14年5 月30日に施行された「建設工事に係る資材

の再資; 原化等に関する法律J ( 建設リサイクル法) の平

成17年度 2回目の説明会が爾催される。参加費無机

日 時 2005年10月20日 (木) 14:  00- 16 :  30 

場所八尾市文化会館プリズムホール小ホール

入 館 料 → 生1000円、大高生660円、中小生400円

展 示 国 宝 「 平 家 納 経 法 華 経 如 来 寿 量 品 第

十六j 、重要文化財「宮島八景図」長津麓雲、

重要文化財「葉原絵第九巻」、「松島図扉風J、

国宝「海部氏系図」、「六十余州名所図会陸

奥松島風景富山眺望之略図j 割 11広重ほか

招待券希望者は日本建築協会 (06- 6946- 6981 ) へ。

「天橋雪後図J

麻田鷹司

(何 必 館 京 都 現

代美術館蔵)

栃木県益子、岩手県遠野に窯を設け、

曲欄彰文、軍綱などの制費削確立

したが、50歳を前に天折した。

没後20余年、東京ステーションギ

ャラ リーでは、加守田芸術の世界を 〈彩色角扇筒〉

約180点の作品で検証する。 1972年

会 期 2005年 9 月10日 (土) - 10月23日 ( 日)

平日 10: 00- 19 :  00、土日祝10 : 00- 18 :  00 

月曜休館 (ただしν 1 9、10/10は開館、9120、

10/ 11 は休館)

会土塁東京ステーションギャラリー

J R東京駅・丸の内中央口下車 ・赤煉1 i l 捨内

入 嚇 ヰ → 宣800円、大高生600円、中小生400円

ル・コルビ‘ユジ‘工版画展

会 期 2005年 9 月1 日 (木) - 9月30日 (金)

平日 11 : 00- 19:  00 土曜12: 00- 17 :  00 

日 ・祝休廊

会 場 ア 卜 ・遊 T EL06- 6201- 0221

大阪市中央区北浜3- 2- 24 北沢ビル 1階

展 示 ル ・コルビュジエ没後40周年を記念して、

版画「直角の詩Hモデュロールj などを展示。

h杭p: / /w w w.mmj p.or. j p/art - u/ i ndex. ht ml  i E s 央大阪線「過失八尾J 駅 下 車 徒 歩 5分

定 員 390名 (定員になり次第締め切り )

内 容 包漣設リサイクル法の概要と届出・分別解体

包漣設 リサイクル法の再資源化等

「泥小屋探訪展一奈良・山の辺の道一J

告汰阪府認定 リサイクル製品

任汰気汚染防止法、アスベスト排出等作業

⑤労働安全衛生法、石綿障害予防規則

申込み 10月18日 ( 火) までに下記へ。

• F A Xの場合一参加申込書を羽曳野市都市

開発部建築指導課 (FAX0729- 58- 8067)

・電子申し込みの場合一http:// www. pr ef

泥をこね、すさを混ぜ、団子にしたものを積み上げL

下塗り・中塗り・上塗りを施された泥の壁は、風雨や

強い日射しの中で時を芸IJ みながら、ゆっくりと大地に

戻っていく 。そんな泥小屋や土壁のある風景を績り続

けてきた下道基行氏や小林澄夫氏 (r月刊左官教室j

編集長) の写真がINA Xギャラリー大阪に並ぶ。

会期 2005年 9 月 2 日 (金) - 11 月18日 (金)

10:  00- 18 ・00 水曜日休館入場鮒ヰ

osaka. j p/ kenshi / recycl e/ 2005set umei  会場 INA Xギャラリー大阪

kai. ht ml  大阪市西区新町1- 7-1 TEL06- 6539- 3518 

「建築・設備総合管理技術者J 資格取得講習会

泥団子が交互に積まれている土塀。下のほうは重みで

つぶれている 写真撮影/ 下道基行

第5回“ ひと・環境・デザイン" 展

総合的な重見事、から建築物の維持保全計画をまとめ、実 受講申込 2005年9 月30日 (金) までー消印有効一 1998年にインテリアプランナー資格者で構成される全

施に責任をもっ建網却のナビゲータ「建築・設備総合 受 講 料 61 ，950円 (テキス卜、消費税含む) 国11協会の連合組織として設立された日本インテリア

管理枝術者」の資格取得議習会力制腫築 ・設備維持保 なお申込受理後の受講車場届塁は不可。 プランナー協会協議会 (J I PA) は、インテリアのプロ

全推進協会 ( BE L CA) の主催で聞かれる。 申込提出 下記へ提出または簡易書留により郵送。 と企業をつなく国際展示会とセミナー f l PEC 21- 2005 

受講資格、受講申込書類の内容、講習カリキュラムに (社経築・設備維持保全推進協会 5th I NTERIO R  E X  c o J を開催する。

ついての問い合わせは、主催のBE L C Aへ。 〒100- 0004 東京都千代田区大手町1- 6- 1 会期 ＲＰＰＵ 年 Ｙ 月 ＲＸ 日 Ｈ 水 Ｉ ｾ ＳＰ 日 Ｈ 金 Ｉ ＱＰ ∞ ＭＱＷＺ 30 

・大阪会場 2005年11 月16日(水)- 11 月18日(金) 大手町ビル764 TEL03- 5252叩 73 会 場 東 京 ビ、ッ グサイト 西 2 ホール+ アトリウム

大阪Y MC A会館、定員40名、大阪市西区土佐堀1- 5- 6 この講習は、厚生矧動省の「キャリア形成促i隼助成金J 入 場 料 一 般1000円 (同時開催展「すまい ・建築 ・

・東京会場 2005年11 月30日(水)- 12月2 日(金) の助成対象とな っている。手続き期間、給付率等は、 都市の環境展 ecobui l dJ 共通)

飯田橋レインポービル、定員80名、新宿区市谷船河原町11 h廿p: / / www. ehdo. go. j pを参照。 最幸刑育報は、h口p:/ Ｏ ｷｷｷＮｪｰ･｣ＲＱ Ｎ ｪｰｾ こ掲載 中 。
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「アール・デコ展」

ストランド ・I' i レスの

工ントランス(復元模型)

1930- 31年

オリヴァー ・P ・バーナード

設計

ヴィヲトリア&アルパート美

術館所蔵

Photo  :  V  &  A， London  

19世紀末の装飾芸術運動「アール ・ヌーヴォー」の

忍念をヨ| き継ぎ、近代的な機能主義に還元されなし、「装

飾芸術j の最後の展開を示すものであ った「アール ・

デコj の多様な棺質が、広範な視野で紹介される。

会 期 2005年 9 月15日 (木) - 11 月 6 日 ( 日)

10:  30- 19 :  30 月曜休館 (9/ 19，10/ 10開館)

会 場 サ ン ト リ ー ミ ュージアム〔天保山〕

大阪市港区海岸通1- 5- 10

地下鉄中央線「大臨巷j 駅下車、徒歩 5分

入 場 料 大 人1200円、高大生900円、小中生500円、

シニア (60歳以上) 900円

構 成 テ キ ス タ イ ル、陶器、ガラス、金属、彫刻、

家具、ファッ ション、ジ、ュエリー、絵画、写

真、 映像、建築を含むあらゆる素材、媒体

によるアール ・デコ様式の名作190点を展示

なお、 9 月17日- 9 月25日の 1週間は「シルバーウ

ィークJ として60歳以上に限り入場無料。また開館

記念日の11 月 3 日はすべての人が入場無料となる。

招待券希望者は日本建築協会 (06- 6946- 6981 ) へ。

アニアス・ワイルダー展

アニアス・ワイルダーはスコ ッ トランド出身の彫刻

家。招かれた漸主先で、主に木片を 1¥ランスを取りな

がら積み重ね、さまざまな栂i割初を組み立てる。

声顕 IJ 正しく積み上げられた木片はやか' て美しい幾何学

形態を現し、展示空間に青織と緊張感を運ぶ。展覧会

最終日、作品は作家の一蹴りでなだれ落ちて、おしまい。

会 期 2005年10月 7 日 (金) - 10月22日 (土)

11 :  00- 19 :  00 (土曜日は 17: 00まで)

日・月・祝日は休廊

会 場 ア ト コ トギャラリー T EL06- 6354- 5444

大阪市北区天満橋1- 8- 5 OA Pアートコート

出展大型インスタレーション 2点

写真作品 bef ore/  after 4 点

木製マケ ッ ト (立体ドローイングとして)

展覧会最終日のキ ックダウンは 15: 00から

第 8 固関西建築家大賞決定

(ゆ日本建築家協会 (J I A) 近畿支部では、近畿支部地

i或で活躍する建築家の、すぐれた建築活動を顕彰する

「関西建築家大賞J を設け、出江寛、木原千手I j 、坂茂、

竹原義二、遠藤秀平、坂本昭、高口恭行の 7 氏を顕彰

してきた。

この貨は、過去10年間に実現もしくは提示された 2

つの作品を対象とし、一人の審盟主築家の価直観によ

って一人の建築家 (J I A正会員) を選考するもの。

第 8 回審査建築家は穂干前言夫氏。受賞者決定は 8 月24

日に発表され、大賞受賞者は木村博昭氏に決まった。

soゼミ「女性建築家が語るJ

関西在住の若手建築家 3人を講師に、女性ならではの

設計手法、施主との付き合い方、独立までの道のり

等々、普E生日月かされることのない話を聞く 。

① rf主まいづくりへのアプローチJ 2005年10月 5 日

講 師 矢 代 恵 (ME G建築設計事手主所)

② 「自然にやさしい家J 2005年10月19日

講師: 前回由利 (Y URI DE S I GN)  

③ 「シンプル思考の住宅デザインJ 2005年11 月 2 日

講師: 細田みぎわ (Mi gi wa Hos oda Ar ch- St udi o)  

時 間 第 1 ・第水曜日 19 : 00- 21 :  20 

教 室 ア ー パ ネ ックス備後町ビル 6階

大阪市中央区備後町3- 6- 14

地下室欄堂繍浪「本町」駅下車、徒歩 3分

定 員 30人 (定員になり次第、締め切り )

「近代酒々一琵琶湖・淀川・狭山池- J 展とセミナー

受 講 料 寸 量18900円、学生15750円 (税込み)

申込先大阪ガスインテリアデザインスクール

大阪府立狭山池1事物館の秋輯寺別展は、公文書や図面 入 館 側 ヰ T E L06- 6262- 4089 FAX06- 6262- 7202 

http:// w w w.og- schOOl. c o m/  を展示し、明治期最先端の治水工事である潤 11改修工

事を中心に、水源の琵琶湖から大阪港までの土木工事

をたどる。

・ 「近代 Ｕｾ 々ー琵琶湖 Ｎ i:創 11 ・狭山池-J 展

会期 2005年10月 8 日 (土) - 11 月27日 ( 日)

10:  00- 17:  00 月稲田休館 (祝日の場合は翌日)

会場大阪府立狭山池博物館 T E L 072- 367- 8891

大阪狭山市池尻中 2丁目

南海高野線「大阪狭山市J 駅より西へf起針。分

. セ ミ ナ 一 場 所 館 内 ホ ー ル 時 間14: 00- 16:  00 

・10月 8 日(土) 森まゆみ (地I融f誌編集者)

「明治の心を受けつぐー東京の近代化遺産-J

・10月22日(土) 服 部 敬 (花園大学名誉樹受)

「泡 11改修と治水運動J

・11 月 5 日(土) 伊 東 孝 ( 日本大学制受)

「近代土木遺産の見方 ・楽しみ方j

・11 月19日(土) 橋爪紳也 (対反市立大学大学貌助耕聖)

「絵はがきに見る土木遺産j

ショールーム「オリペアッドJ

織昔日製閲捕は、内装タイル、カーペ ッ トの取り扱いを

開始した。これに伴い、関西での販促拠点として本年

8 月18日に大阪ショールーム r Oli ve AddJ を開設。

受注生産体制を整えて、「イタリア ・オリベ」プラン

ドの内装材もスト ックしている。

国際デザインコンペティション大阪2005作品募集

Oli ve Addはまた、文化サロン的色彩の濃いコラポレ

ーション・スペースとしてしつらえ、作品発表のギャ

ラリーとして、建築家を招いてのセミナー開催など、

側酒際デザイン交流協会 (J DF) は1983年以来隔年で、

全世界のあらゆるデザイン分野を対象に国際デザイン

コンペティシ ョン を実施している。

2005年のコンペにおいては、数年先の商品化を前提

とした、斬新で新規の商品開発や市場開拓を促進する

提案を募集する。詳細はhttp:// www. j df .or .j p/ へ。

テーマ E NE R GY - 接続可能な楽しい生活シーンー

サブ‘テーマ① Li vi ngware② Li ving At mos -

pherぽ:IDLi ving Environment  

応 募 作 品 受 付12005年10月 1 日 (土) - 31日 (月 )

32 

応募方法/ J DFホームページ専用サイトか ら 情報受鮪言の拠脊、をめざしてL、る。

審査員 外国人を含む総合審査員と専門審査員で構成。 ・住所 大阪市西区靭本町ト14- 18 本町アセ ットビル

審査員か確定すればJ DFホームページ掲載 ・電話 06- 6445- 0040

賞 金 大 賞 1 点15，000米ドル、金賞 1 点10，000米 ・開館

ドル、銀賞 2 点各3，000米ドル、銅賞 2 点 10 ・0 0 - 18: 00 

1，500米ドル (土日祝日休館)

一次審査は11 月下旬、最終審査は2006年 2 月となり 、 ・ショールーム

選定された作品を対象に、J DFでは複数のワークシ 面積100m

2

ヨツプを開催し、商品化を 目指したビジネス検討会を

行う 予定。 室 内 奥 西 面



【平成17年 7 月分】

月間の動き

事 ( 1 ) く プ口のノウハウ > と特装本の経過報告

( 2  ) 今後のテーマと執筆者、そのほか

入 会者 (敬称略)

〔個人正会員〕

井上浩一

(停制出正桂育研究所}

近代建築共同企函

神戸のドコモモ 100選と旧居留地をたずねて

7 月2 日 (土) 10:  00- 16 :  30 

場 所 日 本 真 珠 会 館 ほ か

講 師 梅 宮 弘 光 (神戸大学助教綬)

武田則明 (神戸山手大学教授)

参加者 56名

第 6 回「近代建築共同企画J 打合せ

7 月17日 (金) 18 ・30- 19: 30 

場 所 阪 急 電 鉄 本 社

出席者坂本勝比古氏ほか 6 名

議 事 ( 1 ) 前期の各事業の結果と分析

( 2  ) 後期の事業、そのほか

5韓

|  東海支部

全国交流会 r2005全国会員交流会 ・名古屋1

7 月 1 日 (金) ・2 日 (土)

見学先 セントレア・愛知万博ほか

参 加 者 延べ37名

(紛日本建築協会・同東海支部の共催により 、全国の会員

に呼びかけ、中部国際空港 ・セントレアと愛知万博の見

学会を兼ね交流会を行った。

近代建築を学ぶ会

第 3 回常任理事会

7 月25日 (月) 17:  00- 18 ・30

出席者佐野会長ほか 7 名

議 事 (1 ) 平成17年度収支予算執行状況

( 2  ) 後援 ・協賛名義の使用

( 3  ) 青年技術者募集

( 4  ) その他

理事会

人見尤i告

(制日本建築協会)

〔個人準会員〕

波田ゅう子

(鳥取環境大学)

出版委員会

第 4 回出版委員会

7 月21 日 (木) 18:  00- 19 :  00 

出席者上原委員長ほか 8 名
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第 4 回編集委員会+ 広告企画小委員会 (合同)

7 月13日 ( 水) 17:00- 18:  15  

出席者設楽委員長ほか 8 名

議 事 ( 1 ) 8 月号「改正建築基準法と景観緑三法j 特

集経過報告

( 2 )  9 月号「火災から守る j 特集の検討

( 3 )  10月号「情造の過去から宋来へJ 特集企画

( 4 )  11 月号「私の空間作法j 特集報告

( 5)  12月号「第52回青年技術者J 特集報告

( 6)  1 月号特集の報告ー「六甲道再開発」ー

( 7)  2 月号 「地方空港の時代J 特集

( 8 ) 作品作風の報告

( 9  ) その他

(10) 広告企函

(11) 収支状況報告

第 4 田裕造分科会

7 月1 日 (金) 18:  20- 20 :  15 

出席者肥嶋幹事ほか 3 名

議 事 ( 1)  r構造の頁j の企函

( 2)  10月号内務造の過去から未来へ~大阪万博

から 35年- J 特集の企画

第 4 団法令分科会

7 月13日 ( 水) 14 :  00- 15  :  20 

出席者溝上幹事ほか 4名

議 事 ( 1 )  r法令コーナーJ の企画

( 2)  r改正建築基準法と景観緑三法j 原稿検討

( 3  ) 情報交換

第 4 回作品作風小委員会

7 月28日 (木) 19:  00- 20 :  00 

出席者 川上委員ほか 6 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

( 3)  rgalleryJ 掲載報告・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

編集委員会
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四 4 守-W' l ' -. . . ! 惨事之 島 名

2 日目は愛・地球憶を見学。

左上は、グローパル・コモン 1。

右下は日本ゾーン。

ｌＭ 一一戸暗，ＮＮＮ｟，ＮＮＮＭｾｾＭｳＭ｟，Ｎ…世

第 3 回情報見学小委員会

7 月14日 (木) 18 ・00- 19 : 00 

出 席 者 瀬戸川委員長ほか 9 名

議 事 ( 1)  r兵庫県立芸術文化センターj 見学会結果

報告

( 2 ) 次回見学会ほか本年度の事業、その他

( 3  ) 若い会員の集い小委員会について

( 4  ) 書籍「建築する人たち」の出版

事業委員会



を『外断熱セミナ一報告書』

無料進呈致します。
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小間子
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の

国外断熱セミナーの主な内容・

- 温暖地における外断熱の有効性

. 最新実践事例紹介

・外断熱を採用したお客様の声 など

『外断熱セミナー報告書』申込みはコチラから

http:// www. ecopr oj p/  

0 3-5 9 0 7  - 56 0 0  

06- 6762- 2100 

東京都豊島区北大塚1- 15- 5

大阪市中央区上町1- 1- 28

庖

庖

支

支

京

阪

東

大

ο 蕗FC牙i総 会 社

メ、とえィι の ふ れ あ い を つ く る

舞 台 機 構 ・ エ レ ベ ー タ ・ 遊 戯 施 設 ・ 特 殊 機 構 三 精 輸 送 機 株 式 会 社

大 阪 府 眼 目 市 江 坂 町 l T 目 1 3 番 1 8 号

ｾｓａＣｓｂｙｴｬｓｏ ｋｬ ｾ ＯＯＯ＠
ｲｾ Ｑｊ 圃‘ｲＮＮＮ‘ｾ TEL ( 06) 6385- 5624 F AX( 06) 6386- 8168 

.. ，・・・，ｾｾＮＮＮＮ :.  

ｭ 剖 ｾＢＢＧＧＧＧ ht t p :  /  / www.  s a ns e  i  y u s ok  i .  c o m 

人 々 に 喜 び の 場 を 提 供 す る 舞 台 機 構

や 遊 戯 施 設 、 そ し て 生 活 空 間 を よ り

豊 か に す る 昇 降 機 や 特 殊 機 構 。

三 精 輸 送 機 は 柔 軟 な 発 想 と 高 度 な 技

術 に よ っ て 夢 を 文 化 に つ な げ る 企 業

で す 。

司540- 0011 大阪市中央区農人橋2丁目 1番 1 0号 ( 大阪建築会館902号)

1引EL (06)  6910- 7021 FAX  (06)  6910-7022 E-mai l :sspp@sanpros .co.jp 

F ルヲスウ ッド( 木 アルミ複合断勲スフリーン) ・カーテンウオール ・サ ッシ ・ドアー・シャッター・サイン
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社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

執 行 役 員 支 社 長 島 田 高 樹

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 l 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東・中部 ・九州

空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工) ム一

A

結朝日工業社

東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大阪市淀川 区加島1- 58- 59 電話06 ( 6302)  2270 

北海道/ 東北/ 北f拘束/ 積浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

本社 ・本庖

大 阪 支 社

支 庖

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備， 冷暖房設備. 消火設備の設計施工

，N": 額面廃衛生工業而大阪本庖

干53凶 071 大 阪 市 北 区中 iift 六丁目 8 番 4号

T E L  06- 6458- 3628 (代 表)

干108-0023 東 京 都 港 区 芝 浦 三丁目 6香 川 号

T E L 0 3・3452・7441 (代)

庖 札幌東北・新潟 ・東関東横浜・名古屋・九州

大阪本J d

宇土本

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J f京武会社

本高大臣本祉 〒550-0002 大阪市西区江戸撤1丁目9番25号 電笛 (06)644ト8231

東京本社 〒102-0071 東京都千代目区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03) 3261-8231  

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島高松 ・熊本

営 業 所 幣広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡前僑 ・長野静岡 ・豊田 ・津 ・宮山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 組1'1 ・福島 ・川 崎 訟 江 徳 島 下 関 ・長崎 ・大分 ー宮崎

海外支庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 干354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話 (0492) 58-15日

支

O K U J U  

クオリティ& コストパフォーマンス

2刀 法 テ ム ｧｪｾ ロ ｲｭ ｦｄｊ ｲｭ
メタルシステム天井

本 社

大阪市北区西天調5丁目3番7号 〒530∞47

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東京・九州 南九州 ・名古屋・上海

内外装創作パ才、ル・システム天弁・間仕切

問主社オクジュー

⑧ 

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 1青 光

常務執行役只関西支庖長 丸 岡 敏 主任

大阪市淀川区宮原34- 30 ニッセイ新大阪ピル 電話 06 (6350)  81∞ 

東京都千代田区有楽町 1 - 4 - 1 電話 03 (3502)  6103 

北海道・東北・関東・車京第ー・*京第二・千葉・横浜・北陸・名古屋・静岡・京都・神戸・四国・中国・九州

産 業 設 備

水 処 理 施 設

環 境 施 設

空気調和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

庖

社

底

支西関

本

支

審判 噛 議ω面ゐ

入かいる多彩なフィールドで、

新しし 、限界に挑戦していますーC H OY O 

電気設備設計施工

朝 陽 代表取締役世 依 藤 孝 行社

必
一

A
株 式

山 本 貴 士

Z宣 車 止 -

竜 ヌL

代表取締役

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phαl e. 06・6351- 5428 Fax. 06司 6351・5 2 9 9

干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ビル)

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1  3 6 1  (代) F AX  0 6( 6 38 5)  1  0 5 0  

ヰ土本

. 印刷・. . ポスター. カタログ. パンフレット. ・s .' I' 筒社史

線民文字、園. デタl I l l 盟

圃メディア. 鍵 S PフランニングコンザJLティン夕、 ITソυューション.

we b及びメディアコンテンツ企画制作

• 
， 、 株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干5釦∞43 大阪市北区天満ト9- 19

181:( 凶) 6351-7271 ( 代) fax:( 凶) 6352-7479 

第二ピル干5お∞43 大阪市北区天満 1-11 ・8

181: (白) 6351-0128(代) fax:( 随) 6351-0208 

東京支社 干105-lX氾4 東京都港区新婦6- 17- 2

181: ( 閃) 3433-5211 ( 代) fax: ( ω)  5776-7733 

{旧社名ナニワ印刷樹、 日本データネ γ ト(樹}

のぷ［［ネｾ
V 〆 r ¥ ' 7  

W e  h a v e  h o p e  

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピルi ・2階)

〒542- 0066 電話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代 表

電 話 大阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

〒112- 0002 電話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代 表

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

( . J  よりよき環境へ繍で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

メンテナンス

東 京 支 社

社
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恨 二.....i.良一手

工 島 J 謬 ス

去株量22

刊式 子二二

rI'.長 ヲご目 ¥¥ 

は云 孟 主主

社言二五

本部営業部

東京事務所

地球環境を守り、1 0 0年建築に貢献する

N A C且圃 のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

ht t p: / / nacl j p E - mai l : sc@nacl . coj p 

〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt'ル2 階

T EL  (06)6843- 1235 ( 代) F AX (06)6853- 1632 

〒111- 0051 東京都台東区蔵前2丁 目7- 2 東京NACLピJI，

T EL  (03)3862- 0978 ( 代) F AX (03)3862- 7098 



特集火災から守る関連広告

火災か 5 人命を守る遮煙システム

スモークガードwww. s mok eg uard. j p 

|  火災時に本当に怖いの払火よりも煙 l  

- スモークガード I 型( 複合型防火設備)

大臣認定書5号: CAS-0103 

2002年6月の発売以来、遮煙スクリ ーンと両サイドのゴム磁石の採用

により、安全性・施工性・ 意匠性において高い評価を頂いております。

火災時のパニ ックにおいても、透明なスクリーンを使用しているため危

険階の判断が容易です。

また、 最大ワイド寸法も3. 500mmと怒り並列タイ プやホール区画への

対応も可能となりました。

- スモークガード E型( 特定防火設備)

大臣認定番号: CAS-O 129 EA-O  104 

2005年4月より、従来の遮煙性能に加えシリカクロス製シートを採用

した遮炎性能を有する 『スモークガー ドE型』を発売致しました。

特定防火設備としての認定により全てのエレベーター前でご採用頂けます。

また、ガイドレールl憶= 4 0 mm、奥行き7 0 mmとコンパク トな設計に

より意匠性も重視致しました。

ポリイミド樹脂製スフリーン

シリカク ロス製シー ト

- 安全な避難構造

高齢化社会の到来を間近に控えバリアフリーはもちろん、

エレベーター内で火災に遭遇しても「巻き戻しスイッチ( l 型)J

や「避難コードcn型)J により弱者の方でも安心して避難で

きるよう閉じ込めに対して「安全忽徳造J となっております。

巻苦戻しスイ ッチ 避難コー ド

販売元 Q 野原産業株式会社大阪支盾

干541 -0022大阪府大阪市中央区淡路町 1-6-9

TEL.06- 6231-261 1  FAX. 06- 6231- 2677 

ht t p: //www. nohara-inc .co. jp 

製造元 株式会社ノハラガードシステム

干160-0022 東京都新宿区新宿 1- 1- 11

TEL 03-3357- 2531  FAX 03- 3357- 2573 

ht t p: / / www.guardsys t em.c om 

デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨 張 |生j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ｊｮ ，，ｾ，ヨニＮＮ Ｈ グラウト用 無収 縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ＮＮｮ 宰ＧＮＺＺｊＭ字 Ｎｊｉｊｾ Ｈ 主義一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・子二. . nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二. .nZJOoo(製品用超高度 j昆和 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメン卜製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄

ｔ ｅ ｌ 大 ｾｊｘ ( 0 6 )  6 2 5 2 - 6 0 0 0  

浜 宗 産 業 株 式 会 社

TEL 本社 ・京都・ 制針 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

事草在鳥 ( 0 7 7 3)  7 6 - 0 1 3 3  

小 浦 産 業 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

ネ土 東 郷 化 成 株 式 ネ土
A

Q

2

 

TEL  滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  
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ご相談は全国約1 6 0カ所の

タカラショールームで。

増改築の この 看 板のお庖にも 惨

無料相談実施中 お気軽にご相践ください.

お近くのショールームをこ'案内いたします。地図もF AX ですぐにお手元へ。

札 帽 T E L (011 )  716-2471 金 沢 T E L (076)  269-4450 広 島 T E L (082)  248-0761 

仙台ー番司 T E L (022)  217-2151 栄 T E L  (052)  211 ・4635 直睦令交通.' 1T EL  (087) 811 -3511 

新宿車 1 T E L  (03)  3343-8741 大臣固 Y場 T E L (06)  6536- 3561 天 神 T EL (092)  741 ・8006

管内ヲ ｘ ＧｉシＧｊ ＺＢＧｾｦ 章式会位 本 社 干 ＵＳＶ Ｍ ＸＵＳＶ 大阪市城東区鴫野菜 Ｑ 丁目 Ｒ Ｍ Ｑ T EL( 0 6)  6962- 153 1  

タカラスタンダードホームページ ht t p: / / www. t akar a- st andar d. co. j p/

最寄りのショールームをわかりやすい 「地図 J でご案内 。 I
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都 市 生 活 と 同 じ よ う に 、

休 む こ と な く 稼 働 し 続 け る 防 災 シ ス テ ム。

私 た ち の 生 活 を 守 る こ れ 5 のシステムは、

2 4時 間 動 き 続 け る い わ ば 都 市 の 心 臓 部。

だ か ら 、 求 め 5 れ る 安 全 へ の ク オ リ テ ィ 。

だ か う 、 選 ば れ る ノ ー ミ の ハ ー ド と ソ フ ト。

い つ も 安 心 で 快 適 な 毎 日 の 生 活 の た め に 。

研究開発かう機器の生産、

施工、メンテナンスサービスまで、

トータルな防災システムで、

安全な生活空間を構築しています。

[ 住宅用火災警報器( 光電式) 謂

- 電池寿命10年

・簡単取付、電池変挽手聞いらず

感 消 防 法 令 適 合 晶

火災の煙をすばやく

g芝湿ね

個理l i U' . "盟国m1nmog.i lZ・能 美 防 災 株 式 会 社

東京都千代田区九段南4- 7- 3

ft (03)  3265- 0211 

g z団。lの お 山 わせは H S推進室/ 包 ( 03) 3265- 0237

社/ 〒102- 8277本

雑誌 03379- 9


